


 

 



 

は じ め に  

 

 

近年、少子高齢化の進行、地域社会や家族形態の変容、グローバ

ル化等、社会情勢が急激に変化する中、心豊かに生きがいのある人

生を送るためには、生涯を通した学習が求められています。そのた

め、生涯学習の果たす役割がますます大きくなってきており、住民

一人ひとりの自主的な学習活動が活発になることで、人と人、人と

地域の繋がりが生まれ、やがて活気あるまちづくりへと繋がってい

くものとなります。 

 

このような中、本町では、第４次長泉町総合計画におけるまちづくりの基本理念「自らが

主役となって みんなで共にまちを創る（協働する）」に基づき、平成 23 年３月、平成 23

年度から平成 32 年度までを計画期間とする第２次長泉町生涯学習推進計画「まなびあいプ

ラン」を策定いたしました。このたび、現計画の策定から５年が経過し、近年の社会経済状

況の変化に対応しつつ、第４次長泉町総合計画後期基本計画等との整合性を図るとともに、

計画の実効性を高めるため、中間見直しを実施し、後期計画を策定いたしました。今後は、

本計画に基づき、さらなる住民の多様な学習ニーズに応えるため、幅広い世代が生涯にわた

って、あらゆる機会・場所において学習できる環境づくりを行い、学んだ成果を生涯学習活

動や地域に還元することができるような循環型社会の確立をすすめていきます。 

 

最後になりましたが、本計画の策定にあたり、アンケート調査にご協力をいただきました

住民の皆様をはじめ、高い見識と広い視野に立ち、多大なるご尽力を賜りました長泉町生涯

学習推進計画策定委員会の皆様、貴重なご意見やご提言をいただきました関係各位に対しま

して、心から厚くお礼を申し上げます。 

 

 

平成２８年３月  

長泉町長 遠藤 日出夫   
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第１章  計画の概要 

 

 

１ 策定の趣旨 
 

第２次長泉町生涯学習推進計画（以下「本計画」）は、第 4 次長泉町総合計画の基本理

念「自らが主役となって みんなで共にまちを創る（協働する）」の実現に向けて、幅広い

世代の住民が、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習するこ

とができ、その成果を地域に還元することができるよう生涯学習関連施策を総合的かつ計

画的に推進するため、策定されました。本計画の期間は平成 23 年度から平成 32 年度ま

での 10 年間です。 

 

２ 計画の性格 
 

本計画は、町で行う生涯学習に関連する事業を対象としており、生涯学習関連施策を体

系化し、総合的に展開することにより、住民が自ら学習活動を行うためのよりどころ（指

針）となるものです。 

また、町の生涯学習を推進するため、国・県の動向を踏まえるとともに、住民の意見に

基づき、住民参画により策定したものです。 

 

３ 計画の期間 
 

本計画の策定後５年が経過したことから、社会情勢の変化に対応するために見直しを図

り、後期計画を策定するものです。なお、後期計画の期間は平成 28 年度から平成 32 年

度までとします。 

 

４ 関連計画との整合 
 

本計画は、第 4 次長泉町総合計画や他の個別計画との整合性を図りながら推進します。 

 

５ 計画の推進 
 

計画の推進にあたっては、社会の環境変化や新たな課題に対応していくために、社会教

育委員会による計画の評価を行い、より効率的・効果的に施策が実施されるよう推進して

いきます。 
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第２章  長泉町の生涯学習を取り巻く環境 

 

 

１ 社会的背景 
 

（１）少子高齢社会の進行 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

全国的に少子高齢化が急速に進んでいる中、本町でも高齢化は着実に進行しており、緩

やかではあるものの、年少人口（15 歳未満）、生産年齢人口（15 歳以上 65 歳未満）の

減少が予測されます。そこで、安心できる子育て環境づくりや、高齢者が地域の中で自ら

の経験を活かし、活躍する環境づくりが必要です。 

 

 

（２）雇用・就業形態の変化 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

急速なグローバル化や技術革新により、職業に必要な知識や技能等が高度化しています。

また、産業構造の変化や労働市場の流動化による、非正規雇用者の高止まりや、女性や高

齢者の就業増加等に対応するため、職業能力向上の学習支援が求められています。 

 

 

（３）地域の教育力の低下 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

都市化・過疎化や家族形態の変容、価値観やライフスタイルの多様化等により、地域社

会の人間関係の希薄化や人々の孤立化等が社会問題となり、学校、家庭、地域の連携によ

る地域の教育力の向上が望まれています。 

 

 

（４）高度情報化への対応 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

高度情報化社会の進展により、日常のさまざまな場面で情報を見極める知識が求められ

ており、誤った情報に惑わされないための正しい情報を取り扱う能力を学ぶ場の提供が必

要です。 

また、情報通信技術を活用した情報提供やＩＣＴ※による学習機会の提供等も求められて

います。 

 

【用語説明】ＩＣＴ・・ICT とは、Information and Communication Technology（インフォメー

ション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）の略で、日本ではす

でに一般的となった IT の概念をさらに一歩進め、IT＝情報技術に通信コミュ

ニケーションの重要性を加味した言葉。 
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（５）価値観の多様化 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

生活様式や価値観の多様化がより進んでおり、ニーズの把握や、提供する学習メニュー

の見直しが求められています。 

 

 

（６）地方分権と住民参画の拡大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

地方創生を実現するため、地域の実情にあった施策を自主的かつ総合的に実施していく

ことが求められています。 

生涯学習の分野においても、住民が自主的・自発的に学習をしていくことが重要であり、

地域が求めている生涯学習事業を展開していく必要があります。 

 

 

（７）学習格差の広がり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

生涯を通して学習活動に積極的に参画する人と、ほとんど行わなくなる人との「学習格

差」が広がっています。そのため、より厚みのある社会的ネットワークを構築し、強いコ

ミュニティを形成するためには、学習に関心がない人々に対しても、生涯学習の必要性に

ついての周知・啓発等を行って学習意欲を喚起し、学習や社会参画に関心を持つよう工夫

することが必要です。 

 

 

（８）地球環境問題の認識 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

地球温暖化問題等さまざまな地球環境問題を、住民一人ひとりが認識するために、生涯

学習の学習課題として取り上げることが必要です。 
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２ 国の動向 
 

昭和 60 年から昭和 62 年までの臨時教育審議会答申で初めて用いられた「生涯学習」

は、学歴社会の弊害是正、学習成果が評価される社会の形成、学校・家庭・地域の広範な

教育・学習の体制や機会の総合的な整備を必要とすることとして提言されました。 

平成 2 年 6 月には、「生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律」

（生涯学習振興整備法）が制定され、平成 4 年 7 月には、生涯学習審議会で「今後の社会

の動向に対応した生涯学習の振興方策について」が答申され、以後、さまざまな方策が講

じられ、平成 12 年度までの間に、5 期にわたって生涯学習審議会からの答申が発表され

ました。 

さらに、平成 18 年 12 月には「教育基本法」が改正され、「生涯学習の理念」「家庭

教育」「幼児期の教育」「学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力」の条項が新設さ

れ、平成 20 年 2 月には中央教育審議会答申の「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方

策について～知の循環型社会の構築を目指して～」において、今後の生涯学習の振興方法

について示されました。具体的な方策として「国民一人一人の学習活動の促進」「家庭の

教育力の向上」「地域の教育力の向上」の 3 点を推進するために、「地域社会全体で学習

活動支援」を行うことが必要であり、「国、地方公共団体、民間団体等の今後の役割」に

ついても明記されています。特に地方公共団体においては、部局間の連携と広域的な取組

が必要であるとされています。 

また、改正された教育基本法に基づき、教育振興計画（平成 20 年度～平成 24 年度）

が策定され、平成 25 年には、同計画の期間満了に基づき第２期教育振興基本計画が策定

されました。 

 

第 2 期教育振興基本計画では、今後の社会の方向性として「創造」「自立」「協働」を

理念として掲げ、基本的方向性として以下の４つを示しています。 

 

①社会を生き抜く力の養成 

～ 多様で変化の激しい社会の中で個人の自立と協働を図るための主体的・能動的な力 ～ 

②未来への飛躍を実現する人材の養成 

～ 変化や新たな価値を主導・創造し、社会の各分野を牽
けん

引していく人材 ～ 

③学びのセーフティネットの構築 

～ 誰もがアクセスできる多様な学習機会を ～ 

④ 絆
きずな

づくりと活力あるコミュニティの形成 

～ 社会が人を育み、人が社会をつくる好循環 ～ 
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３ 県の動向 
 

県では、平成 23 年に教育振興基本計画「『有徳の人』づくりアクションプラン」を策

定し、教育行政を計画的・総合的に推進してきました。また、平成 26 年３月には、国の

新たな計画を踏まえるとともに、県総合計画「富国有徳の理想郷“ふじのくに”のグラン

ドデザイン」後期アクションプランの教育関連分野を踏まえながら、静岡県教育振興基本

計画「『有徳の人』づくりアクションプラン」第２期計画を策定しています。 

計画期間として、平成 23 年度に示したおおむね 10 年先を見通した県教育の目指すべ

き姿と、当初計画の進捗状況の評価を踏まえて、平成 26 年度から平成 29 年度までの４

年間に総合的かつ計画的に取り組むべき施策について示しています。 

この計画では、基本目標を「『有徳の人』の育成」とし、この基本目標を実現するため

の施策展開の基本的な考え方を、「縦の接続と横の連携で育む」とし、今後 4 年間に取り

組むべき 5 つの基本方向を次の通り設定しています。 

 

①「有徳の人」を育む生涯学習社会の基盤づくりを推進します 

②「有徳の人」を育むライフステージに応じた学びの場の充実を図ります 

③「有徳の人」を様々な人との関わり合いの中で育成します 

④「有徳の人」を育む文化・スポーツを振興します 

⑤「有徳の人」を求める未来社会からの要請に応えます 
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４ 町の生涯学習への取組 
 

本町では、国や県の動向を踏まえるとともに、生涯学習が地域づくりや住民生活の向上

に大きな役割を果たす原動力になると考え、早くから生涯学習の推進を町政の重要課題の

一つとして位置付け、全庁的に取り組んでいます。 

平成 2 年に、「ながいずみ総合計画 2000（第２次長泉町総合計画）」に連動し、「自

然と文化を育む 健康な町 長泉」を長泉町生涯学習総合目標ととらえ「長泉の人づくり ま

ちづくり」（生涯学習推進大綱）を策定し、これに基づき生涯学習推進体制の整備、家庭

教育・学校教育の充実、学習を支援するため、学習環境の整備を柱にさまざまな活動を進

めてきました。 

しかし、社会の情報化が急速に進み、21 世紀に入るとＩＴ社会が到来し、また、住民

の生涯学習に対する関心や期待も高まってきたことから、時代の変化に対応し、本町の生

涯学習活動をさらに推進するため、平成 16 年度から平成 22 年度を計画期間とする「長

泉町生涯学習推進計画（まなびあいプラン）」を策定しました。また、平成 23 年３月に

は、それまでの施策の成果を踏まえ、さらに生涯学習を継続・拡大していくために第２次

長泉町生涯学習推進計画を策定しました。本計画は社会動向の変化や新たな課題に対応し、

その見直しを実施しています。 

 

 

 

平成 21 年度には、子どもたちが自然の中で木工や伝統工芸等を体験する場と

して、また、彫刻や陶芸等の愛好家の創作活動の場を提供し、創造力を養い豊か

な感性や創作意欲を高めることを目的に、桃沢工芸村がオープンしました。 

また、長年社会教育の情報を発信してきた長泉町公民館が平成 22 年３月 31

日付けで廃止となり、公民館事業は生涯学習課が、施設管理は文化センターが継

承しました。 

施設面に関しては、平成 24 年度にコミュニティながいずみの空調設備を全面

改修しました。また、文化センター施設の効率的な運営と利用者サービスの向上

を図るため、指定管理者制度の導入に向けた準備を進め、平成 25 年度から施設

の管理運営を指定管理者に委託しました。これに伴い、文化振興事業の所管を生

涯学習課に移管しました。 

さらに平成 26 年度から、町民図書館を生涯学習課内に移管し、図書館チーム

として、業務を推進するとともに社会教育の一環としてサービスの向上を図って

います。 
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第３章  長泉町における生涯学習の現状 

 

 

１ 町の人口の現状 
 

（１）町の人口と世帯の状況 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

本町の人口・世帯数は、今なお増加傾向にあり、平成 27 年（2015 年）では、総人口

が 42,701 人、世帯数が 17,438 世帯となっています。 

日本全体において、人口減少社会へと転じている一方、本町では人口が増加している稀有
け う

な町となっています。しかし、年齢３区分人口の比率をみると、年少人口比率は横ばい状

態にあるものの、老齢人口比率は増加していることから、着実に少子高齢化が進行してい

ることがわかります。 

 

 

 
実 績 

平成 17 年（2005 年） 平成 22 年（2010 年） 平成 27 年（2015 年）

総人口 38,716 人（100.0％） 40,763（100.0％） 42,701 人（100.0％）

年少人口【０～14 歳】 6,239 人（16.1％） 6,721（16.5％） 6,971 人（16.3％） 

生産人口【15～64 歳】 26,203 人（67.7％） 26,216（64.3％） 26,817 人（62.8％） 

老齢人口【65 歳以上】 6,274 人（16.2％） 7,826（19.2％） 8,913 人（20.9％） 

世帯数 14,363 世帯 15,512 世帯 17,438 世帯 

資料：平成 17 年、平成 22 年は国勢調査、平成 27 年は住民基本台帳（各年 10 月１日現在） 
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（２）地域の特性 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

① 学習活動が活発で学習意欲の高い町 

○住民は、さまざまな学習機会に参加し、学習グループとして活動し、自己実現に

向けた活発な学習活動が実践されています。 

○特に高齢者・女性層では学習意欲が高く、日常生活に取り入れた学習活動が活発

に行われています。 

○青年層・男性層の参加が少ない現状があります。 

 

② 学習施設が整備され、学習機会が広がっている町 

○生涯学習の拠点として、コミュニティセンター・町民図書館、桃沢工芸村、文化

センター等の社会教育施設、体育館・グラウンドや保健センター等のスポーツ・

健康施設、福祉センター・在宅福祉総合センター等の福祉施設が町内各所に配置

され、多くの住民に利用されています。 

○施設では、学習機会の提供、団体の育成、情報提供、コミュニティ形成の推進等、

住民の学習の広がりを支援しています。 

○施設の整備充実が、住民の学習活動や交流を充実させています。 

 

③ 自治意識が高く、住民参画によるまちづくりが推進されている町 

○町として、住民参画を機軸にしたまちづくりを推進しており、住民の自治意識が

高く、地域活動が活発に行われています。 

○住民の参画によるまちづくりが地方分権推進の大きな力となっています。 
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２ 第２次長泉町生涯学習推進計画の取組状況 
 

（１）長泉町学校支援地域本部事業 ● ● ● ● ● ● ● ● 

教員が子ども一人ひとりに対するきめ細やかな指導をするために、多忙な教員を支援し、

さらに地域住民等が自分の知識、経験を子どもの教育に活かしていくために、地域全体で

学校を支援する体制の「学校支援地域本部」を各小・中学校に設置しています。 

地域全体で学校教育を支援することにより、教員の子どもと向き合う時間の確保や、住

民の知識、経験や学習成果の活用機会の拡充、ひいては地域の連帯感の醸成、地域の教育

力の向上を図ります。 

 

 

（２）長泉町放課後子ども教室推進事業 

「のびのびスマイル」 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

各小学校において、毎週水曜日の放課後に子どもたちが安全に遊べるよう、コーディネ

ーターを配置し、地域のボランティアが一緒に遊んだり、見守りをしたりする事業です。 

放課後に子どもたちの安全・安心な居場所を設け、地域の方々の参画によりさまざまな

活動を実施し、地域社会の中で子どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進

しています。 

 

 

（３）長泉町通学合宿推進事業 

「わんぱく通学合宿」 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

小学４～６年を対象とした異年齢集団が、地域の宿泊可能な施設で一定の期間寝食をと

もにしながら小学校に通う事業です。地域の教育力の向上及び子育て支援の充実、子ども

たちの交流と自主性を高めます。 

 

＜放課後子ども教室推進事業「のびのびスマイル」＞ ＜通学合宿推進事業「わんぱく通学合宿」＞ 
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（４）長泉町家庭教育の日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

平成 19 年４月から、毎月第１日曜日を「長泉町家庭教育の日」として定め事業を推進

しています。教育の出発点である家庭教育の重要性を再認識することが必要で、家庭教育

だよりの発行や「清掃の日」事業とのタイアップをするなど、園児・児童・生徒の各家庭

に協力・参加を呼びかけています。 

 

 

 

（５）長泉わくわく塾の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

講師を公募し、講師、受講生が参画し運営する学習講座として、学習機会の提供と学習

成果の活用の場の提供を同時に行う初心者を対象にした事業です。知の循環※を目的の一つ

としており、講座終了後には受講生同士で新たなグループを組織し、自分たちで講師を

招 聘
しょうへい

し自主的な活動に移行するとともに、文化協会への加入をすすめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語説明】知の循環・・「新しい時代を切り拓
ひら

く生涯学習の振興方策について～知の循環型社会の構築

を目指して～（平成 20 年 2 月 19 日中央教育審議会答申）」において、「持

続可能な社会では、各個人が社会の構成員として、人間・社会・環境・経済

の共生を目指し、生産・消費や創造・活用のバランス感覚を持ちながら、そ

れぞれが社会で責任を果たし、社会全体の活力を持続させようとする「循環

型社会」への転換が求められる。したがって、各個人が、自らのニーズに基

づき学習した成果を社会に還元し、社会全体の持続的な教育力の向上に貢献

するといった「知の循環型社会」を構築することは、持続可能な社会の基盤

となり、その構築にも貢献するものと考えられる」とされている。

＜生涯学習推進事業「長泉わくわく塾」＞ 
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３ 町の生涯学習施設の現状 
 

（１）生涯学習施設の利用状況 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

本町の生涯学習の場としてのコミュニティセンター、文化センター、桃沢工芸村の利

用状況は以下のとおりです。 
 

 
コミュニティセンター 文化センター 桃沢工芸村 

利用者数（人） 利用者数（人） 利用者数（人） 

平成 22 年度 67,503 64,767 6,598 

平成 23 年度 79,685 60,992 6,013 

平成 24 年度 46,656 62,701 5,060 

平成 25 年度 49,421 94,960 4,837 

平成 26 年度 41,333 76,114 3,910 

※長泉町公民館は平成 22 年 3 月 31 日付けで廃止 

※文化センターは平成 25 年度から指定管理者制度導入 

 

（２）運動施設の利用状況 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

本町の運動施設である屋外体育施設と屋内体育施設の利用状況は以下のとおりです。 
 

 
屋外体育施設 屋内体育施設 

利用者数（人） 利用者数（人） 

平成 22 年度 120,524 171,730 

平成 23 年度 107,244 171,487 

平成 24 年度 122,239 168,070 

平成 25 年度 120,824 236,701 

平成 26 年度 171,763 274,733 

※屋外体育施設は、町内小・中学校グラウンド、町グラウンド（桃沢、竹原、長泉中央、ミニ運動場）、

町テニスコート（中土狩、御嶽堂公園）を含む 

※屋内体育施設は、勤労者体育センター、町内小・中学校体育館、ウェルピアながいずみ（健康づくり

センター：平成 25 年８月開館）を含む 

 

（３）町民図書館の利用状況 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

町民図書館の利用状況は以下のとおりです。 
 

 
町民図書館 

蔵書数（冊） 貸出数（冊） 利用者数（人） 

平成 22 年度 143,603 187,094 44,259 

平成 23 年度 144,558 201,423 49,236 

平成 24 年度 148,351 209,052 50,415 

平成 25 年度 151,380 227,940 56,372 

平成 26 年度 154,849 236,669 58,119 
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４ アンケート調査からみえる現状 
 

後期計画の策定にあたり、アンケート調査を実施し、生涯学習についての現状や意識を

把握しました。 

 

実施結果 

対象者 配布数 有効回答数 有効回答率 

長泉町在住の一般住民 2,000 通 1,093 通 54.7％ 

 

性別・年齢別回収数 

性別回収数 男性：498 人 女性：589 人 無回答：6 人 

年齢別回収数 

18～29 歳：97 人 50 歳代：165 人 無回答：25 人 

30 歳代：197 人 60 歳代：200 人  

40 歳代：194 人 70 歳以上：215 人  

 

調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示して

あります。また、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳

の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの

比率であるかという見方になるため、回答比率の合計が 100.0％を

超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効

回答数の合計と単純集計（全体）の有効回答数が合致しないことが

あります。なお、クロス集計とは、複数項目の組み合わせで分類し

た集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作

成することにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法

です。 
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（１）自由時間の過ごし方について ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

「休養をする」の割合が 41.2％と最も高く、次いで「テレビ・ラジオを見たり聞

いたりしている」の割合が 28.5％、「学習・読書・趣味の活動をする」の割合が 28.1％

となっています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「学習・読書・趣味の活動をする」が 11.7 ポイ

ント、「テレビ・ラジオを見たり聞いたりしている」が 10.3 ポイント、「新聞・雑

誌を読んでいる」が 9.0 ポイント、「なるべく体を動かす」が 7.1 ポイント減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

休養をする

学習・読書・趣味の活動をする

ショッピングに出かける

なるべく体を動かす

友人との交際

家族との団らん

テレビ・ラジオを見たり聞いたり
している

新聞・雑誌を読んでいる

旅行・レクリエーション
（観光・ドライブ・キャンプなど）

仕事に関係あることを学習
（経営・パソコンなど）

教養を身につける
（歴史、芸術、文学など）

地域活動、ボランティア活動
（環境美化、福祉、環境など）

インターネットによる情報の
収集、交換など

その他

特になにもしていない

無回答

41.2

28.1

25.3

18.0

18.5

23.2

28.5

9.7

19.3

2.9

2.8

2.7

9.1

3.5

1.4

11.5

36.8

39.8

30.5

25.1

18.9

28.0

38.8

18.7

20.4

5.2

3.5

6.6

11.8

2.2

0.6

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成27年度調査（Ｎ＝1,093）

平成21年度調査（N=804）

※Ｎはアンケート回収数 
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（２）生涯学習活動について ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

① 実施している学習活動について 

「現在、学習活動はしていない」の割合が 38.4％と最も高く、次いで「趣味を楽

しむもの」の割合が 35.8％、「仕事に役立つ知識、技術を取得するためのもの」の

割合が 24.5％となっています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「趣味を楽しむもの」が 14.3 ポイント、「自然

に親しむもの」が 8.9 ポイント、「生活に役立つもの」が 7.0 ポイント減少しており、

「現在、学習活動はしていない」が 10.9 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 実施している活動の頻度について 

「週１～２回」の割合が 34.2％と最も高く、次いで「月 1～2 回」の割合が 29.1％、

「週３～４回」の割合が 14.1％となっています。 

 

 

 

 

 

％

仕事に役立つ知識、技術を取得
するためのもの

教養を高めるもの

趣味を楽しむもの

自然に親しむもの

生活に役立つもの

少子化・高齢化・男女共同参画
など、社会問題に関するもの

地域活動やボランティア活動に
関するもの

環境、景観、防災など、まちづくり
に関するもの

スポーツ・レクリエーションに
関するもの

その他

現在、学習活動はしていない

無回答

24.5

14.5

35.8

10.9

14.1

1.2

5.7

2.8

16.5

1.3

38.4

1.9

24.3

19.2

50.1

19.8

21.1

1.9

9.7

3.0

18.9

0.6

27.5

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ほとんど毎日 週３～４回 週１～２回

月1 ～2 回 年5 ～6 回以下 無回答

平成27年度調査 N =652

平成21年度調査 N =567

10.4

10.4

14.1

11.8

34.2

35.1

29.1

27.5

7.2

6.7

4.9

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年度調査（Ｎ＝1,093）

平成21年度調査（N=804）

※Ｎはアンケート回収数 

※Ｎはアンケート回収数
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③ 学習活動をしていない理由について 

「仕事や家事が忙しく、時間がないから」の割合が 44.3％と最も高く、次いで「き

っかけがないから」の割合が 27.1％、「費用がかかるから」の割合が 21.0％となっ

ています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「きっかけがないから」が 9.1 ポイント、「学習

に必要な情報（いつ、どこで、どんな）が入手できないから」が 5.5 ポイント減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度調査（N = 420）

平成21年度調査（N = 221）

％

仕事や家事が忙しく、
時間がないから

自分の要望に適した活動の
機会が少ないから

学習に必要な情報（いつ、どこ
で、どんな）が入手できないから

学習活動を一緒にする仲間が
いないから

きっかけがないから

身近に学習をするための
施設や場所がないから

適切な指導者を得ることが
難しいから

家族の理解が得られないから

費用がかかるから

健康上の理由でできないから

興味がなく、必要もないから

その他

特に理由はない

無回答

44.3

8.1

9.0

7.6

27.1

4.3

0.7

1.4

21.0

9.3

12.1

5.7

13.3

2.6

45.2

12.2

14.5

10.4

36.2

4.5

2.3

2.7

24.4

10.0

11.8

7.2

10.0

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

※Ｎはアンケート回収数 
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（３）情報の入手手段について ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

④ 生涯学習の情報の入手先について 

「町広報紙」の割合が47.1％と最も高く、次いで「インターネット」の割合が37.9％、

「知人・友人・同僚・家族」の割合が 30.8％となっています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「町広報紙」が 12.5 ポイント増加している一方、

「新聞・雑誌」が 22.1 ポイント、「職場や団体の広報誌」が 9.2 ポイント減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）今後の生涯学習について ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

⑤ 今後の学習活動への意向について 

「現在もしており、今後も継続していきたい」の割合が 46.2％と最も高く、次い

で「現在はしていないが、今後はしていきたい」の割合が 24.8％となっています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「現在はしていないし、今後もしない」が 9.1 ポ

イント増加し、「現在もしており、今後も継続していきたい」が 9.4 ポイント減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

％

町広報紙

新聞・雑誌

インターネット

職場や団体の広報誌

知人・友人・同僚・家族

テレビ・ラジオ

チラシやポスター

その他

無回答

47.1

23.2

37.9

10.4

30.8

15.3

11.5

2.0

3.1

34.6

45.3

33.7

19.6

31.0

16.0

11.3

2.8

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成27年度調査（N = 652）

平成21年度調査（N = 567）

現在もしており、今後も継続していきたい

現在はしていないが、今後はしていきたい

現在はしているが、今後は継続しない

現在はしていないし、  今後もしない

無回答

平成27年度調査 N =1,093

平成21年度調査 N =804

46.2

55.6

24.8

23.9

21.0

11.9

6.5

6.6

2.0

1.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

※Ｎはアンケート回収数 

※Ｎはアンケート回収数 
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⑥ 今後、学習したい内容について 

「テニス・ゴルフ・ダンスなどスポーツ・レクリエーション的なもの」の割合が

29.5％と最も高く、次いで「生活習慣病予防・看護など健康に関するもの」の割合が

21.7％となっています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「絵画・手芸・写真など趣味的なもの」が 6.9 ポ

イント、「ワープロ、介護、簿記、などの技能・資格に関するもの」が 5.0 ポイント

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度調査（N = 792）

平成21年度調査（N = 639）

％

環境問題・国際問題など
社会問題に関するもの

生活習慣病予防・看護など
健康に関するもの

ボランティア活動に関するもの

育児やしつけなど家庭教育に
関するもの

料理・和裁など衣食住に
関するもの

パソコンの操作や
インターネットに関するもの

ワープロ、介護、簿記、などの
技能・資格に関するもの

文学・歴史・外国語など
教養に関するもの

郷土の史跡や芸能など地域の
歴史や文化に関するもの

絵画・手芸・写真など
趣味的なもの

テニス・ゴルフ・ダンスなど
スポーツ・レクリエーション
的なもの

その他

無回答

8.7

21.7

10.5

9.5

18.6

18.3

8.0

17.6

8.0

21.0

29.5

4.2

6.8

12.5

24.4

13.9

10.6

20.3

21.0

13.0

19.1

10.5

27.9

32.2

3.3

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

※Ｎはアンケート回収数 
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⑦ 今後、生涯学習活動をもっと盛んにしていくために必要なことについて 

「町の講座の内容や開催状況」の割合が 54.3％と最も高く、次いで「施設の内容

や開放状況」の割合が 35.1％、「サークルの活動状況や入会方法」の割合が 31.9％

となっています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「サークルの活動状況や入会方法」が 8.1 ポイン

ト、「施設の内容や開放状況」が 7.4 ポイント、「町の講座の内容や開催状況」が

5.0 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

町の講座の内容や
開催状況

施設の内容や開放状況

サークルの活動状況や
入会方法

民間の講座などの情報

講師、指導者などの
人材情報

図書館の蔵書や視覚資料
の充実

県や他市町の講座などの
情報

学習の内容に関連した
ボランティア活動等の情報

その他

無回答

54.3

35.1

31.9

23.5

21.2

15.2

19.2

11.3

2.9

9.1

59.3

42.5

40.0

27.5

22.8

16.2

24.1

1.6

8.8

－

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成27年度調査（Ｎ＝1,093）

平成21年度調査（N=804）

※Ｎはアンケート回収数 
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⑧ 行政に求めることについて 

「コミュニティセンター、図書館、グラウンド、体育館、文化施設などの社会教育

施設の機能を充実させる」の割合が 50.8％と最も高く、次いで「情報提供の充実を

図る」の割合が 24.2％、「資格取得などの講座の充実を図る」の割合が 23.2％とな

っています。 

平成 21 年度調査と比較すると、「図書館などの講座を充実させる」が 12.2 ポイ

ント、「情報提供の充実を図る」が 7.5 ポイント、「コミュニティセンター、図書館、

グラウンド、体育館、文化施設などの社会教育施設の機能を充実させる」が 6.8 ポイ

ント、「学習グループに、場所の提供や経費の助成を行う」が 5.5 ポイント減少して

います。 

 

 

 

 

％

コミュニティセンター、図書館、グラ
ウンド、体育館、文化施設などの社
会教育施設の機能を充実させる

図書館などの講座を充実させる

啓発のためにフェスティバルや
イベントを行う

学習グループを育成する

学習グループに、場所の提供や
経費の助成を行う

学習グループ同士のネットワーク
作りの支援を行う

大学の公開講座などの専門的な
学習内容の充実を図る

資格取得などの講座の充実を図る

インターネットを使用した講座等を
行う

活動の発表機会を提供する

情報提供の充実を図る

生涯学習についての相談を
充実させる

現状のままでかまわない

自主的な活動に公的な支援は
必要ない

その他

無回答

50.8

16.7

18.6

8.1

17.1

6.8

13.4

23.2

15.0

5.6

24.2

6.2

5.4

2.3

3.2

6.9

57.6

28.9

16.7

9.6

22.6

8.7

11.8

24.8

12.3

8.1

31.7

9.8

4.7

1.0

2.1

8.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成27年度調査（Ｎ＝1,093）

平成21年度調査（N=804）

※Ｎはアンケート回収数 
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５ 生涯学習推進にあたっての今後の課題 
 

（１）学習機会の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

本町では学習活動をしていない人が本計画策定時より増加しています。学習してい

ない理由として最も多いのは、「仕事や家事で忙しい」となっていますが、次に多い

のが、「きっかけがない」となっています。また、学習をしていない人でも、「今後

学習を希望する」人が多くいることから、その学習意欲が行動に結びつくようなきっ

かけづくりが必要です。さらに、学習意欲があっても「忙しくて時間がない」という

人もいます。時間がない人でも手軽にはじめられる学習方法を提案することが必要で

す。 

 

 

（２）生涯学習関連情報の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

学習をしたいと思っても、場所や方法がわからない人もいます。あらゆる年代の人

に情報が行き渡るよう、さまざまな手段で情報提供を行うことが必要です。 

学習によって自分がどのように変わっていくのか、イメージを描けるようにして、

生涯学習への関心を促していくことが必要です。 

 

 

（３）学習の成果を活かすしくみづくり ● ● ● ● ● ●  
 

変化のスピードが激しい現代では、社会でのさまざまな課題について学んでいくこ

とが求められています。しかし、アンケート結果では、社会の課題よりも、趣味やレ

クリエーションといった自分の楽しみにまつわることへの学習意欲が高く、ボランテ

ィア活動等の意欲は低くなっています。現代社会で生きていくために、学習の必要性

を啓発するとともに、現代社会における課題を学習することで自らの視野も広がると

いうことを啓発することが必要です。 

生涯学習に取り組んだ後、生きがいができた、仲間づくりができた等のプラスの変

化を感じている人が多数います。今後は、その学習成果を自分だけではなく、地域に

広げていくことで、地域が活性化するとともに、地域の人にも変化を与えることがで

きることを示し、学習したことを地域で活かすことのできる場を増やすことが必要で

す。 

また、生涯学習で学ぶ立場だった人が、指導者の立場になることで、生涯学習の効

果を地域に波及させていくことが可能となります。そこで、各種地域活動のリーダー

育成や指導者養成等が必要です。 
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（４）住民の適切なニーズの把握、生涯学習に関係する 

さまざまな機関との連携 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

生涯学習の主役となるのは住民です。そこで、生涯学習施策を進めるにあたっては、

住民の声、ニーズを生かしていくことが大切です。また、生涯学習が地域づくり、ま

ちづくりに影響するということから、地元の企業、各種団体も巻き込んで、地域ぐる

みで生涯学習施策を進めていくことが必要です。 

＜くすのき学級特別講座「初心者パソコン教室」＞ 

＜文化振興事業 町民文化祭＞ 
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【基本理念】

生涯を通して充実して生きるために 

 

第４章  基本理念 

 

 

１ 生涯学習推進の基本理念と基本目標 
 

本町では、すべての住民が生涯にわたって学び、生きがいを持って暮らせるよう、生涯

学習を推進してきました。 

今後も、これまでの基本的な考え方を踏まえ、『生涯を通して充実して生きるために』

を基本理念とし、基本理念を実現するため４つの基本目標を掲げ、本町の生涯学習の現状

や課題を踏まえ、施策の展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

基本目標１いつでも、どこでも、だれでも生涯学習 ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

本町に住む住民一人ひとりが豊かな人生を送ることができるよう、生涯を通して意欲的

に学ぶことを促す環境づくりを進めます。住民の多様な生涯学習ニーズを把握し、ライフ

ステージに応じた学習活動ができるよう、町全体を生涯学習のキャンパスととらえ、公共

施設を活用しての学習はもとより、町のさまざまな地域資源を活用し、いつでも、どこで

も、だれでも自由に学習でき、その成果を活かせる環境を提供していきます。また、多く

の住民が学習活動に参加できるよう、各世代の学習ニーズを把握するとともに、学習機会

の提供を充実します。 

 

基本目標２自らの役割と責任を自覚し行動できる人づくり ● ● ● ● ●  
 

近年、少子高齢化の進行、人権侵害の顕在化、核家族化の進行や地域コミュニティの衰

退など地域を取り巻く問題・課題は複雑多様化しています。 

このような時代においては、自らの役割と責任を自覚し、行動できる人材が求められて

おり、個々に尊重し合える社会の形成、多文化共生への理解、安全な生活の確保、健康づ

くりや福祉の充実、豊かな文化・芸術の継承、産業振興や就労対策、環境保全への対応等、

現代社会のさまざまな課題に対応していくために必要な学習を提供します。 
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基本目標３学習成果が活かされる地域づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

生涯学習の推進にあたり、学んだ成果を発表するだけでなく、一人ひとりが学んだこと

を、生涯学習活動やさまざまな地域活動で活かしていくことが期待されています。生涯学

習がもたらす地域の活性化という点を踏まえ、学んだことを発表できる場、あるいは地域

社会に活かしていける環境を整備し個人や団体の交流、さらには、関係機関の連携・協力

を推進し、連帯と協働による、活力あるまちづくりにつなげていきます。 

 

 

基本目標４推進体制の整備・充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

庁内関係各課や関係団体、施設等で行われている学習活動を生涯学習の視点から体系化

するとともに、国や県、公共機関、民間団体、地域企業等の役割分担の明確化を図りなが

ら、地域ぐるみの生涯学習推進体制を確立します。 

＜桃沢工芸村主催事業「陶芸の日」＞ 

＜地域づくり活動「納涼祭」＞
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２ 施策の体系 
 

基本理念 基本目標（施策の大綱） 施策の方向 基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生
涯
を
通
し
て
充
実
し
て
生
き
る
た
め
に 

 

 

 

 
                                         
１いつでも、ど
こでも、だれ
でも生涯学
習 

① 家庭教育の支援 
② 乳幼児保育・幼児教育の充実、子育て家庭への支援
③ 地域教育の充実

① 学校教育内容の充実 
② 学校・家庭・地域の連携 
③ 環境教育の推進 
④ 生涯教育の推進 
⑤ 福祉教育の実施 
⑥ 青少年相談指導の推進 
⑦ 学社連携・融合の推進 

① 体験学習の推進 

① 青少年健全育成活動の推進 
② 青少年活動の推進 

① 学習講座の充実と情報提供 

① だれもが学べる学習機会の提供 
② 障がいのある人の学習機会の提供 
③ 高齢者の学習支援 

① 出張型講座の実施 
② 住民参画のための学習講座の提供 

① 社会教育施設の整備・充実 
② 学校教育施設の整備・充実 
③ 保育・保健・福祉施設等の整備・充実 

① 町内公共施設のネットワーク化の推進 
② 県・近隣市町との連携推進 

① 情報提供・相談体制の整備 

① 安心して暮らせるための学習機会の提供 
② 健康づくりの学習機会の提供 
③ 福祉のまちづくりの学習機会の提供 

① 人権に関する学習情報の提供 
② 男女共同参画社会への学習機会の提供 
③ 国際化に関する学習機会の提供 
④ 環境と共生する学習機会の提供 

① 生涯スポーツ活動の推進 
② レクリエーション活動の推進 

① 文化・芸術活動の推進 
② 地域伝統文化の継承 
③ 文化財の保護・保存・活用の推進 

① 産業に関する学習支援 
② 職業に関する学習支援 

① コミュニティ活動の推進 
② 自主学習活動への支援 
③ リーダーの育成・支援 

① 社会教育団体との連携 
② 社会教育団体の活動の充実 

① 住民参画のまちづくり推進 

① ボランティアの育成と活動支援 
② ボランティア活動の場の充実 

① 人材登録・活用のシステム化 
② 指導者の育成と活用 

① 推進組織の充実 

① 生涯学習推進体制の整備・充実 

 
 
 
 
 
    
２自らの役割
と責任を自
覚し行動で
きる人づく
り 

３学習成果が  
活かされる 
地域づくり 

４推進体制の 
整備・充実 

         
(１)子育ての支援 

             
(２)学校教育の充実 

 
(３)体験学習の充実 
     
(４)青少年の健全育成の推進
  
(５)リカレント教育の推進
   
(６)障がい者・高齢者の 
ための学習機会の提供

(７)住民参画のための
学習機会の提供 

   
(８)公共学習施設の整備・
充実 

(９)公共学習施設の有効
活用、連携 

(10)学習情報・相談体制
の充実

   
(１)防災、健康、福祉に関
する学習機会の提供 

             
(２)共生のための学習機会
の提供 

(３)スポーツ・レクリエー
ションの推進 

    
(４)文化・芸術活動の推進と
文化財の保護・保存・活用

(５)産業振興・職業に
関する学習支援 

   
(６)地域コミュニティ活動
への支援 

(７)社会教育団体等への
支援 

(８)住民参画のまちづくり推進

(１)ボランティアの育成と
活動の場づくり 

(２)人材の発掘・育成・
連携と活用 

(１)住民参画の推進 

(２)生涯学習推進体制の整備
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第５章  施策の展開 

 

 

施策の区分 

継続：現在実施しており、今後も継続する施策 

拡充：現在実施しており、さらに充実・拡充する施策 

新規：目標年（平成 32 年）までに実施をめざす、新規施策 

 

 

基本目標１ いつでも、どこでも、だれでも生涯学習 
 

（１）子育ての支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

乳幼児期においては、親を中心とした家庭の中で、子どもの発達段階に応じた生活習慣

の習得や豊かな心を育むことができるよう家庭教育の支援に努めます。また、核家族化が

進み、孤立することで子育てに不安を抱える親に対して、子育てに関する情報交換の場の

提供や子どもの発達段階に応じた生活習慣の習得等、豊かな心を育むことができるよう家

庭教育の支援に努めます。 

 

① 家庭教育の支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１家庭教育の 

推進 
 

すべての教育の基

礎となる、家庭教育

の充実や、孤立しが

ちな親同士のコミュ

ニケーションを図る

ことで、すべての親

が地域で安心して子

育てを楽しめる環境

をつくります。 

家庭教育に関す

る学習機会の提

供 

拡充 

幼稚園及び小学校において、家

庭教育学級等で保護者の学習

機会を設けます。また、家庭教

育の学習のネットワーク化と

内容の充実を図り、家庭教育の

大切さについて共通認識を図

ります。 

生涯学習課

家庭教育促進資

材の活用啓発 
拡充 

家庭教育の充実に向けて、静岡

県の発行した「つながるシー

ト」を活用し、保護者同士が家

庭教育について話し合う場を

設けていきます。 

生涯学習課

長泉町家庭教育

の日の推進 
継続 

毎月第１日曜日の「長泉町家庭

教育の日」は、親子のふれあ

い・コミュニケーションを深

め、家庭の役割やしつけ等につ

いて見つめ直す日として、家庭

教育だより等で周知し、推進に

努めます。 

生涯学習課
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めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

携帯電話、インタ

ーネット等を使

用したトラブル

の防止 

継続 

子どもが携帯電話やインター

ネットを利用することで、被害

者や加害者になることを防止

するため、児童・生徒をはじめ、

保護者、教員及び関係者に子ど

もの携帯電話やインターネッ

トの正しい利用についての講

座等による啓発を行います。 

こども育成課

生涯学習課

｢志を抱く人｣づ

くりの啓発 
新規 

志を抱く人（※）を育成するた

めに、幼稚園、小学校等で懇談

会等を開催します。 

生涯学習課

 

２子どもの読書

推進 
 

すべての子どもが

早期に読書に親し

み、豊かな心を育む

よう支援します。 

 

子どもの読書 

推進 
継続 

７か月児育児教室の際、読み聞か

せボランティアによるブックス

タート事業（※）の実施や、ボラ

ンティアの育成に努めます。 

健康増進課

生涯学習課

（町民図書館）

こども育成課

子ども読書活動

推進計画の推進 
拡充 

第３次子ども読書活動推進計

画に沿って読書推進講演会等

事業の実施により、子ども読書

活動を推進します。 

生涯学習課

（町民図書館）

【用語説明】志を抱く人・・長泉町教育大綱において、町が目標とする人づくりの姿。「人との関わり

合いを大切にし、よりよい社会づくりに参画・行動し、生涯を通じて自

らの資質・能力を伸張する自立した人」のこと。 
【用語説明】ブックスタート事業・・すべての赤ちゃんの周りで楽しく温かいひとときが持たれるこ

とを願い、一人ひとりの赤ちゃんに絵本を開く楽しい体験と一

緒に、絵本を手渡す活動。 

 

② 乳幼児保育・幼児教育の充実、子育て家庭への支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１子育て家庭へ

の支援 
 

子育て家庭を支援

するために、相談や

情報提供、講座開催

等の事業を展開し、

子育てしやすい環境

づくりにつなげま

す。 

子育て学習の充

実、幼稚園・保育

園・小・中学校の

連携 

継続 

家庭の教育力向上を図るため、

町内の小・中学校等において子

育て学習講座等を開催し、充実

を図ります。 

また、幼稚園での未就園児の会

を通した子育て支援や小学校

での保護者向けの講演・講座等

の充実を図ります。 

生涯学習課

こども育成課

長泉こども交流

センター（仮称）

の整備 

新規 

民間事業者との協働により、子

育て支援センター・児童館・一

時預かり機能等を有する子ど

も関連施設を整備し、子育てを

支援します。 

こども育成課

放課後児童会の

実施 
拡充 

保護者が昼間家庭にいない児

童が過ごすことができるよう

にします。 

こども育成課

育児に関する指

導、相談事業の展

開 

拡充 

子育てに関する不安や悩みを

解消するため、家庭相談支援員

等による相談や訪問等を通し

て、幅広く希望者が相談できる

体制づくりをすすめます。 

こども育成課

健康増進課

福祉保険課
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めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

子育て支援パン

フレット等から

の啓発、情報発信

拡充 
子育て支援情報を作成し、ホー

ムページ等で広く発信します。 
こども育成課

一 時 預 か り 保

育・緊急保育の実

施 

継続 

未就学児の保護者の疾病等に

よる緊急保育の充実に努めま

す。 

こども育成課

子育て支援のた

めの教室の開催 
継続 

妊娠期から乳幼児期にかけて

子育ての知識を高め、子育て等

を支援するための離乳食教室

を実施します。 

健康増進課

認可外保育施設

利用者への支援 
継続 

認可外保育施設に入所する児

童の家庭の経済的負担を軽減

するための支援を実施します。 

こども育成課

幼稚園の預かり

保育の実施 
拡充 

保護者の就労支援、子育て支援

のため、平日の預かり時間の延

長及び長期休業時の長時間預

かり保育を実施します。 

こども育成課

多子世帯への保

育料の助成 
拡充 

幼稚園・保育園の第３子以降の

保育料の支援等を引き続き実

施するとともに、幼稚園は第２

子から無料又は助成します。 

こども育成課

幼稚園・保育園の

園庭開放 
継続 

保護者同伴で園庭・遊具・砂場

等で遊べるように、幼稚園・保

育園（日曜日のみ）の園庭開放

を行います。 

こども育成課

 

２子育て世帯の

コミュニティ

形成 
 

保護者同士が相互

に子育てを協力で

き、子育ての不安や

悩みを相談し合える

コミュニティづくり

を推進します。 

 

子育てサークル

等の育成・支援 
継続 

子育て支援センター等におい

て、保護者同士が相互に子育て

を協力できるような子育てサ

ークル等の育成と支援に努め

ます。 

こども育成課

子育て地域コミ

ュニティの形成 
拡充 

地域人材の活用により、子育て

についての不安や悩みを相談

し合う場の形成に努めます。 

こども育成課

 

３地域全体で子

育てを支える

体制づくり 
 

地域人材の子育て

への参画等により、

社会全体で子どもを

育てる環境づくりを

推進します。 

 

放課後の子ども

の居場所づくり 
継続 

放課後に子どもたちの安全・安

心な居場所を設け、地域人材の

参画・見守りによる放課後子ど

も教室事業を実施し、地域社会

の中で子どもたちが心豊かで

健やかに育まれる環境づくり

を推進します。 

生涯学習課
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③ 地域教育の充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１地域における

子育て学習環

境づくりの推

進 
 

多世代による、地

域づくりを通し、地

域ぐるみで子育てを

支援する機運を高め

ます。 

 

地区行事の推進 継続 

地域のコミュニケーションを

形成・維持するために、地域の

特性を活かして行われる事業

や、異世代交流を含む行事の実

施を推奨し、支援します。 

生涯学習課

２地域サポート

システムの構

築 
 

地域ぐるみで子ど

もを育てるため、地

域で子育て家庭を応

援する団体を支援

し、地域における支

え合いを推進しま

す。 

子育てを支援す

る民間団体への

支援 

継続 
子育て支援団体への支援を推

進します。 
こども育成課

託児スタッフの

育成 
継続 

子育て中の人が、安心して講座

を受講できるよう、託児スタッ

フ養成講座を開催し、活用を図

ります。 

生涯学習課

声かけ運動の展

開 
継続 

地域の人材を活用し、地域と子

どもの交流・見守りを推進しま

す。また、広報を通して啓発を

行います。 

生涯学習課

放課後の子ども

の居場所づくり

(再掲Ｐ27) 

継続 

放課後に子どもたちの安全・安

心な居場所を設け、地域人材の

参画・見守りによる放課後子ど

も教室事業を実施し、地域社会

の中で子どもたちが心豊かで

健やかに育まれる環境づくり

を推進します。 

生涯学習課

地域教育推進協

議会（コンソーシ

アム）の奨励 

継続 

地域ぐるみで子どもを育てる

ために、農業体験等各団体が積

極的な活動を行うことができ

るように、今後もコンソーシア

ム（※）を推進します。 

生涯学習課

【用語説明】コンソーシアム・・互いに力を合わせて目的に達しようとする組織や人の集団。共同事

業体。 

＜男女共同参画推進事業「託児スタッフ養成講座」＞ 
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（２）学校教育の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

学校教育は生涯にわたり学び続けていくための基礎を培う重要な役割を担っています。

子どもたちの知・徳・体の 3 つをバランスよく育くんでいくため、地域の特色を活かした

学習内容の提供と安全に学び続けられる学習環境の整備に努めます。 

 

① 学校教育内容の充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１生涯学習教育

の推進 
 

社会の変化に対応

し、自ら学び考える

人材の育成を目指し

ます。 

「総合的な学習

の時間」の充実 
継続 

小・中学校がそれぞれの校区の

特性、子どもの実態に応じ、国

際理解、情報、環境、福祉等の

課題、児童生徒の興味関心に基

づく課題、地域や学校の特色に

応じた課題等を踏まえ、創意・

工夫を凝らした教育実践を展

開します。 

こども育成課

（小・中学校）

生涯学習を目標

とした授業の展

開 

継続 

魅力ある授業づくりを推進し、

学びの土台となる基礎基本の

充実を図るとともに、自ら学び

自ら考える力を育みます。 

こども育成課

（小・中学校）

学校教育支援事

業の充実 
継続 

学校教育の充実を図るため、引

き続き各種支援員の配置を進

めます。 

こども育成課

（小・中学校）

 

 

② 学校・家庭・地域の連携 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１地域に開かれ

た学校の推進 
 

地域、保護者、学

校が連携し、地域人

材等を積極的に活用

することで、地域に

開かれた学校教育を

推進します。 

 

学校評議員の設

置 
継続 

学校評議員制度を活用した学

校評価を実践し、結果を翌年の

活動計画に反映します。 

こども育成課

（小・中学校）

地域・保護者・学

校ネットワーク

の設置 

継続 

地域人材の理解と協力のもと、

さまざまな学校ボランティア

を組織し、ネットワークの強化

に努めます。 

こども育成課

（小・中学校）

授業･行事の公開 継続 

学校だよりの発行、学校ホーム

ページの更新、オープン参観等

を実施し、開かれた学校づくり

を推進します。 

こども育成課

（小・中学校）
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めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

２学校支援事業

の推進 
 

地域全体で学校教

育を支援し、教員の

子どもと向き合う時

間の確保や、住民の

知識、経験や学習成

果の活用機会の拡

充、地域の連帯感の

醸成、地域の教育力

の向上を図ります。 

 

ＰＴＡ活動の充

実 
継続 

ＰＴＡ連絡協議会を支援し、活

動の充実に努めます。 
こども育成課

放課後の子ども

の居場所づくり

(再掲Ｐ27) 

継続 

放課後に子どもたちの安全・安

心な居場所を設け、地域人材の

参画・見守りによる放課後子ど

も教室事業を実施し、地域社会

の中で子どもたちが心豊かで

健やかに育まれる環境づくり

を推進します。 

生涯学習課

学校支援地域本

部事業の充実 
継続 

教員を支援し、さらに地域住民

等が自分の知識、経験を子ども

の教育に活かしていくために、

地域全体で学校を支援する学

校支援地域本部事業を推進し

ます。 

生涯学習課

部活動支援事業

の充実 
継続 

中学校に外部講師を派遣し、部

活動の支援を実施します。 

こども育成課

（中学校）

 

③ 環境教育の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１環境学習の推

進 
 

一人ひとりがさま

ざまな環境問題の認

識を深め、地球環境

を保全するため、環

境学習を推進しま

す。 

緑の少年団活動

の支援 
継続 

緑化推進活動、緑化啓蒙活動の 

一助になるよう「緑の少年団」

の活動を支援します。 

工事管理課

（小学校）

環境団体との連

携 
継続 

環境団体、小学校、静岡県、市

町、静岡県地球温暖化防止セン

ターが連携・協力し、環境学習

を推進します。 

くらし環境課

こども育成課

ポスター・作文コ

ンクールによる

啓発 

継続 

小・中学校との連携により、ポ

スター・標語等のコンクールを

実施し、環境教育の啓発に努め

ます。 

くらし環境課

こども育成課

環境学習に関す

る地域指導者の

派遣 

継続 

指導者派遣事業に積極的に取

り組むことで、環境学習の充実

を図ります。環境学習に関する

地域指導者を養成できる組織

の育成に努めます。 

くらし環境課

こども育成課

 

④ 生涯教育の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１教育者への生

涯学習の啓発 
 

教員への生涯学習

啓発を通し、学校に

おける生涯学習を推

進します。 

 

教員の生涯学習

に関する研修の

実施 

継続 

生涯学習に関する活動・研修を

行うことにより、教員の生涯教

育に関する理解を深め、学社連

携事業を進めます。 

こども育成課

生涯学習課

生涯学習情報の

共有 
継続 

教員と行政が生涯学習情報を

共有することで、小・中学校で

の生涯学習推進に努めます。 

生涯学習課

こども育成課



31 

 

⑤ 福祉教育の実施 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１福祉教育の実

施 
 

学校での福祉体験

等を通し、福祉への

理解と関心を高め、

福祉教育を実施しま

す。 

 

福祉教育実践校

事業の実施 
継続 

小・中・高等学校において、施

設訪問や福祉講演会を通して、

児童・生徒の福祉への理解と関

心を高めます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

福祉教育担当者

会議の実施 
継続 

小・中学校及び福祉施設に福祉

教育担当者を配置し、連携して

福祉教育の推進に努めます。 

こども育成課

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

 

⑥ 青少年相談指導の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１青少年相談指

導の推進 
 

悩みを抱える青少

年や保護者からの相

談に応じ、青少年の

心のケアや心の育成

を推進します。 

 

ひまわり相談室

（※）と他機関と

の連携 

継続 

学校長・生徒指導主事(主任)・

担任・主任児童委員・心の相談

員との連携を図ります。 

生涯学習課

こども育成課

教育相談活動の

実施 
継続 

中学校に心の相談員を配置し、

悩みを抱える生徒の気持ちに

寄り添い、心を癒すような場を

設定する等、相談活動を実施し

ます。 

こども育成課

 
【用語説明】ひまわり相談室・・いじめ・不登校・子育ての問題等、青少年や保護者の相談に応じ、

助言・支援を行う青少年相談事業。 

＜青少年相談事業「ひまわり相談室」＞ 
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⑦ 学社連携・融合の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

２学校教育と社

会教育の連携 
 

学校教育と社会教

育が連携して子ども

たちの教育に取り組

みます。 

地域指導者の「総

合的な学習の時

間」・「生活科」に

おける活用 

継続 

地域指導者の人材リストを作

成し、学校からの要請により登

録者が学校へ出向いて指導や

講座を開催します。 

生涯学習課

高等学校等の取

組の支援と連携 
継続 

高等学校等で実施される地域

との連携を見据えた取組を支

援し、連携強化を図ります。 

生涯学習課

学校支援地域本

部事業の充実（再

掲Ｐ30） 

継続 

教員を支援し、さらに地域住民

等が自分の知識、経験を子ども

の教育に活かしていくために、

地域全体で学校を支援する学

校支援地域本部事業を推進し

ます。 

生涯学習課

＜小中高校 児童・生徒作品展＞ 

＜学校支援地域本部事業＞ 
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（３）体験学習の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

核家族世帯の増加や生活様式の多様化、地域コミュニティの希薄化等の社会環境の変化

に伴い、現代の子どもたちは人・社会・自然を含む他者との関わりが不足しています。 

また、それに関連して、いじめ、不登校、ひきこもり、暴力行為、犯罪等、青少年を取

り巻く社会問題の深刻化も指摘されています。このため、「体験に基づいた知識」と「体

験から生まれる忍耐力、思いやり、礼節」を身につけることを目的に、子どもの体験活動

を推進します。 

 

① 体験学習の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１こどもコミュ

ニティ体験教

室の推進 
 

子どもたちに働く

体験を通して、生活

習慣の習得、たくま

しい心の育成を図り

ます。 

 

自然体験教室の

推進 
継続 

自然に触れ、自然を体験するた

め、農業体験教室等の自然体験

教室を推進します。 

くらし環境課

こども育成課

職場体験の推進 継続 
企業と中学校が連携し、生徒の

職業体験を推進します。 

産業振興課

こども育成課

地域教育推進協

議会（コンソーシ

アム）の奨励（再

掲Ｐ28） 

継続 

地域ぐるみで子どもを育てる

ために、農業体験等各団体が積

極的な活動を行うことができ

るように、今後もコンソーシア

ムを推進します。 

生涯学習課

２体験学習機会

の創出 
 

子どもたちが体験

して学べる機会の創

出に努めます。 

長期休暇を利用

した子ども体験

講座の実施 

継続 

学校の長期休暇等を利用し、さ

まざまな体験講座を実施しま

す。 

生涯学習課

科学技術体験教

室の実施 
継続 

科学技術に関する基礎的知識

向上と科学に関する興味喚起

を目的に、科学技術の体験教室

を実施します。 

生涯学習課

桃沢工芸村体験

教室の実施 
継続 

生涯学習の機会を提供すると

ともに、陶芸、木工、竹細工、

絵画等の講座を実施します。 

生涯学習課

体験学習サーク

ルの実施 
継続 

異年齢の子どもたちが交流や

体験を通して豊かな感性を育

てる少年少女サークルを実施

し、子どもたちのニーズに合っ

た事業の展開に努めます。 

生涯学習課

通学型の交流体

験事業の推進 
継続 

わんぱく通学合宿事業を通し、

地域の教育力向上、子育て支援

の充実、子どもたちの交流と自

主性の高揚に努めます。 

生涯学習課
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（４）青少年の健全育成の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

子どもを健全に成長させるため学校・家庭・地域が相互に信頼し合い、連携できる体制

づくり、生涯学習の基礎づくりを推進します。 

 

① 青少年健全育成活動の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１青少年健全育

成団体の活動

支援 
 

青少年健全育成団

体の活動を支援し、

非行防止、善行模範

者表彰等の啓発を進

めます。 

青少年問題協議

会による健全育

成活動の推進 

継続 

青少年問題協議会において、各

種青少年健全育成活動や善行

模範者表彰等を推進します。 

生涯学習課

青少年補導員協

議会による非行

防止活動の推進 

継続 

青少年補導員協議会による各

種補導活動の実施により、非行

防止活動を推進します。 

生涯学習課

生徒指導連絡協

議会・生徒指導研

修会の推進 

継続 

生徒指導連絡協議会、生徒指導

研修会を開催し、青少年の健全

育成に向けた活動を推進しま

す。 

こども育成課

２青少年の健全

育成施策の実

施 
 

青少年の自覚や自

主性を育てるととも

に、社会全体で青少

年を守ります。 

「少年の主張大

会」の開催 
継続 

青少年が日常生活の中で考え

ていることを発表し、青少年と

しての自覚と自主性を育て、同

世代の意識啓発や大人の理解、

関心を深めます。 

生涯学習課

成人式の開催 継続 

新成人として、新たな一歩を踏

み出す青年を祝い、励まし、大

人としての自覚を促します。 

生涯学習課

「青少年を守る

家」「青少年を守

る店」の啓発 

継続 

青少年を事件や事故から守る

ための緊急避難所として「青少

年を守る家」及び「青少年を守

る店」の拡充・啓発に努めます。

また、青少年補導員協議会の活

動との連携を図ります。 

生涯学習課

地域防災課

 

② 青少年活動の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１青少年活動の

推進 
 

各種事業を通し、

青少年の健全育成を

推進します。 

体験学習サーク

ルの実施（再掲Ｐ

33） 

継続 

異年齢の子どもたちが交流や

体験を通して豊かな感性を育

てる少年少女サークルを実施

し、子どもたちのニーズに合っ

た事業の展開に努めます。 

生涯学習課

スポーツ少年団

活動の支援 
継続 

町内のスポーツ少年団に対し、

学校体育施設の優先利用等の

支援を行います。 

健康増進課

（体育協会）

青年講座の実施 継続 

青年を対象に、仲間づくりの良

さを知り、青少年指導者を育成

するための事業を実施します。 

生涯学習課

青木村との姉妹

都市交流の推進 
継続 

青木村サマーキャンプ受入等、

児童・生徒レベルでの姉妹都市

間交流を推進します。 

生涯学習課
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めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

通学型の交流体

験事業の推進（再

掲Ｐ33） 

継続 

わんぱく通学合宿事業を通し、

地域の教育力向上、子育て支援

の充実、子どもたちの交流と自

主性の高揚に努めます。 

生涯学習課

 

２青少年団体の

育成 
 

青少年団体の育成

に努めます。 

 

青少年団体の育

成 
継続 

ボーイスカウト等、年間を通し

て自主的に活動している団体

を支援します。 

生涯学習課

 

 

（５）リカレント教育の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

急激な社会情勢の変化や科学技術の進展の中で、学校で学んだ知識だけで職業生活・社

会生活を全うすることは難しい時代となってきています。 

社会人が職業上の新たな知識・技術を習得するために、日常生活において教養や人間性

を高めるために必要とする、高度で専門的な教育を生涯に渡り繰り返し学習することがで

きるよう、リカレント教育※を推進します。 

 

【用語説明】リカレント教育・・社会人が職業上の新たな知識・技術を習得するために、また日常生

活において教養や人間性を高めるために必要とする高度で専門的

な教育を、生涯に渡り繰り返し学習すること。 

 

① 学習講座の充実と情報提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１学習講座の充

実と情報提供 
 

専門知識の習得機

会の創出及び情報提

供に努めます。 

 

大学・高等学校教

員による専門的

な学習講座の開

設 

継続 

図書館講座等において、大学・

高等学校教員等を講師として

招き、講座内容のさらなる充実

をめざします。 

生涯学習課

（町民図書館）

パソコン講習会

の情報提供 
継続 

情報化社会に対応するため、静

岡県立沼津技術専門校等で実

施される職業パソコン講習会

等の情報提供を行います。 

産業振興課
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（６）障がい者・高齢者のための学習機会の提供● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

障がいのある人や高齢者のための学習機会の充実を図るとともに、学習に必要な情報提

供等の支援を行います。 

 

① だれもが学べる学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１学習機会の充

実と情報提供 
 

ノーマライゼーシ

ョン（※）の考え方

から、だれもが社会

の中で学習が受けら

れる機会の充実を図

ります。 

 

だれもが学べる

学習環境の整備 
継続 

障がいのある人や高齢者のニ

ーズを捉え、だれもが学べる学

習機会や学習情報の提供に努

めます。 

生涯学習課

町民図書館資料

の宅配・郵送サー

ビスの実施 

継続 

障がいのある人や高齢者が自

宅で図書に親しめるよう、図書

館資料の宅配や郵送サービス

及びその周知に努めます。 

生涯学習課

（町民図書館）

【用語説明】ノーマライゼーション・・障がいのある人や高齢者等、社会的に不利を負いやすい人々

が、社会の中で他の人々と同じように生活し活動することが、

本来、社会のあるべき姿であるという考え方。 

 

② 障がいのある人の学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１障がいのある

人への学習支

援 
 

さまざまな障がい

に対応した学習支援

を充実します。 

障がいの状況に

対応した学習支

援 

継続 

聴覚障がいのある人等が、自己

啓発のために県や市町が主催

又は後援する講演会や教養講

座に参加する場合に、手話通訳

者を派遣します。 

福祉保険課

障がいのある人

へ の 情 報 保 障

（※） 

継続 

視覚障がいのある人に対し点

字図書の給付、Ｆネット（※）

を使用し、聴覚障がいのある人

に対し情報提供を行う等、各種

催しや講座での情報保障に努

めます。 

福祉保険課

【用語説明】情報保障・・身体的なハンディキャップにより情報を収集することができない人々に対

し、代替手段を用いて情報を提供すること。 

【用語説明】Ｆネット・・聴覚、音声又は言語機能障がいのある人（ＦＡＸ所持者）に対し、地震・

風水害の自然災害や火災等の緊急時における連絡手段として利用するシス

テム。 
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③ 高齢者の学習支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１高齢者への学

習支援 
 

高齢者が学習意欲

を持つことができる

施策を推進します。 

高齢者の状況に

対応した学習支

援 

継続 

くすのき学級特別講座等を実

施し、高齢者が積極的に学習に

参加できるように支援します。 

長寿介護課

生涯学習課

高齢者の学習機

会の提供 
継続 

くすのき学級教養講座等を実

施し、高齢者の学習機会を提供

し、学習意欲の高揚に努めま

す。 

生涯学習課

 

 

（７）住民参画のための学習機会の提供 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

住民参画のまちづくりを推進するため、住民のニーズを適切に把握し、出張型講座の開

催に努めます。また、住民参画型の学習機会を提供し、行政の仕事や施策に対する理解を

深めます。 

 

① 出張型講座の実施 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１出張型講座の

実施 
 

住民参画のまちづ

くりを推進するた

め、行政職員や各種

団体から人材を派遣

し、講座を実施しま

す。 

行政各課による

講座の実施 
継続 

地域、学校と協力して行政の仕

事や施策の理解を深めるため、

住民の要請に応じて各課から

講師として職員を派遣する「ふ

れあい出前講座」を実施しま

す。 

生涯学習課

人材リスト登録

者による講座の

実施 

継続 

地域人材の特技や専門知識を

活かし、実技指導や講義等の講

座を実施します。また、企業等

に働きかけ、現役世代の人の登

録を進めます。 

生涯学習課

指導者派遣制度

の実施 
継続 

ニュースポーツや健康づくり

を推進するため、指導者を派遣

します。 

健康増進課

 

② 住民参画のための学習講座の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１住民ニーズの

把握 
 

住民ニーズに合っ

た講座の実現に努め

ます。 

住民ニーズの調

査 
継続 

住民意識調査や講座、イベント

におけるアンケート調査等を

実施し、ニーズの把握に努めま

す。 

生涯学習課

住民参画による

講座の見直し 
継続 

アンケート調査及び生涯学習

関係団体等から幅広い意見を

聴取し、住民ニーズに合った講

座の提供に努めます。 

生涯学習課
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めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 
２住民参画のた

めの学習講座

の充実 
 

住民参画型の学習

講座を推進します。 

住民参画型学習

講座の充実 
継続 

自ら学ぶ生きがいと、教える生

きがいの両面を満たす住民参

画型の学習講座「長泉わくわく

塾」を支援し、住民主導の講座

運営をめざすとともに、運営委

員会組織の活動の充実をすす

めます。 

生涯学習課

 

 

（８）公共学習施設の整備・充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

既存の学習施設を整備、充実し、住民が安心して施設利用ができるよう、生涯学習活動

の場を提供します。公共学習施設では、学習機会と場の提供に加え、学習機会の選択や自

主的な学習活動への援助を行うため、生涯学習に関する情報提供や相談体制、学習資料、

指導者の紹介等の機能整備を図ります。 
 

① 社会教育施設の整備・充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１社会教育施設

の整備・充実 
 

だれもがどこで

も学習ができる施

設環境の整備・充実

に努めます。 

生涯学習活動の

拠点整備 
継続 

コミュニティセンターが、各種

生涯学習関係団体や生涯学習

活動の拠点となり、生涯学習拠

点施設としての機能の充実を

図ります。 

生涯学習課

図書館機能の充

実 
継続 

町民図書館の蔵書の整理・充実

に努めます。 

生涯学習課

（町民図書館）

文化財展示館の

充実 
継続 

企画展示（定期）を実施すると

ともに、夏休み等を利用した子

どもの体験講座を実施します。 

生涯学習課

コミュニティセ

ンターの適正な

維持管理 

継続 

住民が安心して施設利用がで

きるよう、町が策定したファシ

リティマネジメント（※）計画

に基づき、老朽化による修繕を

計画的に実施し、施設の適正な

維持管理に努めます。 

生涯学習課

 

桃沢地区の公共

施設の充実 

継続 

桃沢野外活動センターや桃沢

工芸村等の効率的な管理と民

間のノウハウを十分に活かし

た企画運営を導入し、魅力ある

公共施設運営を図ります。 

健康増進課

生涯学習課

文化センターの

適正な維持管理 
継続 

住民が安心して施設利用がで

きるよう、町が策定したファシ

リティマネジメント計画に基

づき、老朽化による修繕を計画

的に実施し、施設の適正な維持

管理に努めます。 

生涯学習課

（文化センター）

【用語説明】ファシリティマネジメント・・土地、建物、構築物、設備等すべてを経営にとって最適な状

態で保有し、運営し、維持するための総合的な管理手法。 
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② 学校教育施設の整備・充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１学校教育施設

の整備・充実 
 

学校教育施設の整

備及び生涯学習の場

としての有効活用を

進めます。 

学校施設の設

備充実 
継続 

町の実施計画に基づき、新設、

増築、老朽化に伴う修繕を計画

的に実施します。 

こども育成課

学校教室・体育

館・グラウンド

の活用 

継続 

学校教育施設を社会教育活動

に開放するとともに、学校施設

整備の充実に努めることで社

会教育活動の活性化を図りま

す。 

こども育成課

（小・中学校）

健康増進課

学校図書館の

充実 
継続 

小・中学校に学校図書館補助司

書を配置し、読書環境の充実に

努めます。司書教諭と連携して

読書活動を推進します。 

こども育成課

（小・中学校）

 

 

③ 保育・保健・福祉施設等の整備・充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１保育・保健・福

祉施設等の整

備・充実 
 

公共施設の整備及

び生涯学習の場とし

ての有効活用を進

め、福祉活動の充実

を図ります。 

子育て支援セ

ンターの充実 
継続 

地域全体で子育てを支援する

ため、子育て支援センターの事

業充実を図ります。 

こども育成課

福祉会館の適

正な維持管理 
継続 

保健福祉活動の拠点として機

能するよう、適正な維持管理と

柔軟な利用促進に努めます。ま

た、町が策定したファシリティ

マネジメント計画に基づき整

備を進めます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

小・中学校の福

祉活動充実 
拡充 

夏休み子ども手話教室等の実

施により、小・中学生の福祉体

験を積極的に受け入れます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

こども育成課

幼稚園・保育

園・学校の適正

な維持管理 

継続 

町が策定したファシリティマ

ネジメントの計画に基づき、快

適な保育・教育環境を維持する

ため、適正な維持管理に努めま

す。 

こども育成課

健康づくりの

拠点施設の活

用 

継続 

新たに整備された健康づくり

拠点施設（ウェルピアながいず

み）を利用し、幅広い世代を対

象とした健康づくりの支援に

努めます。 

健康増進課
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（９）公共学習施設の有効活用、連携 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

県・近隣市町との学習ネットワーク化を推進し、学習施設の整備と有効活用に努めます。 

 

① 町内公共施設のネットワーク化の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１社会教育施設

の貸館のオン

ライン化 
 

社会教育施設の有

効利用のため、予約

や照会のオンライン

化を図ります。 

 

公共施設予約シ

ステムの運用 
継続 

インターネットからの施設の

空き状況の照会等、公共施設予

約システムの有効利用を図り

ます。 

企画財政課

生涯学習課

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

健康増進課

（体育協会）

住民窓口課

（南部地区

センター）

 

２町民図書館と

学校のネット

ワーク化 
 

図書館と学校の連

携を深め、蔵書の情

報提供等をすすめま

す。 

 

町民図書館と学

校図書館との連

携 

継続 

町民図書館から小・中学校への

団体貸出の実施や、図書館職員

と学校図書館関係職員との会

合を通して連携を深めます。 

生涯学習課

（町民図書館）

こども育成課

（小・中学校）

 

 

② 県・近隣市町との連携推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１県・近隣市町と

の連携推進 
 

県や近隣市町の社

会教育情報の提供に

努めます。 

 

県・近隣市町の

社会教育施設情

報の提供 

継続 

公立文化施設連絡協議会等で

情報交換や事業に関する交流

を行うとともに、県・近隣市町

の催事案内の掲示等、情報提供

に努めます。 

生涯学習課

（文化センター）
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（10）学習情報・相談体制の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

住民のだれもが学習情報を入手できるよう、年齢に応じた情報提供方法を工夫し、イン

ターネットや広報等多様な媒体により、わかりやすい情報提供の充実を図ります。 

 

① 情報提供・相談体制の整備 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１情報提供体制

の整備 
 

学習情報を提供す

ることが住民の学習

意欲の向上につなが

るため、常に新しい

情報を収集し、広く

提供することに努め

ます。 

ホームページ等

に よ る 情 報 提

供・講座申込み 

継続 

町のホームページや広報におい

て生涯学習情報を提供します。

また、電子メール等による講座

の問合せや申込みの受付等に努

めます。 

生涯学習課

こどもホームペ

ージの充実 
継続 

子どもたちが、自らが必要な情

報を選択し、活用できる能力を

身に付けられるよう、今後も「こ

どもホームページ」の内容を充

実し、さまざまな情報をわかり

やすく提供します。 

行政課 

関係各課 

図書館ネットワ

ークを利用した

学習情報（資料）

の提供 

継続 

県内の公立図書館との相互貸借

や県立図書館からの借受（協力

貸出）等により、利用者へ当館

の未所蔵資料の提供を実施しま

す。 

生涯学習課

（町民図書館）

 

２相談体制の整

備 
 

学習に関するさま

ざまな相談に応じる

ための相談体制を整

備し、自主的な学習

の推進を図ります。 

 

窓口等による学

習相談 
継続 

コミュニティセンターの窓口や

電子メール等で、地域の生涯学

習活動の紹介や講師・教室の紹

介、講座の運営方法等、学習に

関するさまざまな相談に応じま

す。 

生涯学習課

 

 

 

 

 

 

 

＜窓口等による学習相談＞ 
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基本目標２ 自らの役割と責任を自覚し行動できる人づくり 
 

（１）防災、健康、福祉に関する学習機会の提供 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

自然災害及び人的災害や、今後の高齢者の増加を見据え、住み慣れた地域ですべての住

民が、安全で安心して暮らしていくことができるコミュニティ形成に向けた学習機会を提

供します。 

 

① 安心して暮らせるための学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１防災意識の醸

成 
 

防災意識を醸成す

るため、講習会等を

通して住民の意識啓

発を進めます。 

 

啓発活動の実施 継続 

防災訓練や講習会の開催によ

り、防火・防災についての知識

の習得や啓発活動の推進を図り

ます。 

地域防災課

 

 

② 健康づくりの学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１健康づくりの

推進 
 

第３次長泉町健康

増進計画の理念を踏

まえ、住民の健康寿

命を伸ばすための各

種教室や講座、イベ

ント等を通して健康

づくりのための意識

啓発を進めます。 

健康づくりに関

する学級・教室等

の展開 

継続 

健康増進・食育・介護予防・歯

科保健など地域の健康づくりを

目的とした教室を、住民ととも

に企画運営をし、実施します。

また、地域での認知症予防プロ

グラムの実施に向け、取り組み

ます。 

健康増進課

長寿介護課

生涯学習課

健康・運動講座等

の開催 
継続 

健康増進・食育・介護予防・歯

科保健など専門職による住民の

健康づくりを目的とした学習機

会を提供します。 

健康増進課

長寿介護課

福祉保険課

スポーツ教室等

を通した健康づ

くりの推進 

継続 

総合型地域スポーツクラブ（な

がいずみ健康わくわくクラブ）

において、スポーツ教室等を開

催し、健康づくりの推進に努め

ます。 

健康増進課

（体育協会）
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めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

福祉健康まつり

等イベントの開

催 

継続 

健康づくりを啓発する機会とし

て各種イベントを積極的に活用

し、あわせて福祉学習の機会と

福祉活動の啓発を推進します。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

健康増進課

長寿介護課

健康づくりに役

立つ運動の情報

発信 

継続 

町のホームページや広報等で各

種スポーツ行事や健康について

情報提供の充実に努めます。ま

た、『健康づくり情報』メール配

信サービスやＳＮＳ(※)によ

り、健康づくりに役立つ情報を

提供します。 

健康増進課

 

２健康づくりに

向けた人材育

成 
 

食育や歯科保健等

を通しての健康づく

りを推進するための

人材育成に取り組み

ます。 

 

食育推進ボラン

ティアの育成・支

援 

継続 

家庭や地域等さまざまな場面で

「食育」を推進するため、「食育

推進ボランティア養成講座」を

開催し、食育ボランティアの養

成・育成研修を実施するととも

に、活動を支援します。 

健康増進課

運動と健康をテ

ーマとした教室

等の充実 

継続 

スポーツリーダー養成講座、食

育講演会等を開催し、人材育成

を進めます。 

健康増進課

8020 運動（※）

推進員の育成・支

援 

継続 

8020 運動推進員育成のための

研修を実施し、歯科保健の充実

に努めます。 
健康増進課

【用語説明】SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）・・友人・知人間のコミュニケーション

や、趣味や嗜好、居住地域といったつながりを通した新たな人間関係を構築する

手段や場を提供することで、人と人とのつながりを促進・サポートし、社会的ネ

ットワークをインターネット上で構築するサービスのこと。 

【用語説明】8020 運動・・「満 80 歳で 20 本以上の歯を残そう」とする運動で、厚生労働省や日本歯科医

師会により推進されている。20 本以上の歯を持つ高齢者はそれ未満の人に比べ、

活動的で寝たきりとなることも少ない等、多くの報告がされている。 

 

③ 福祉のまちづくりの学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１福祉のまちづ

くりの推進 
 

福祉のまちづくり

を効果的に推進する

ために、ボランティ

アの養成や福祉教育

に取り組みます。 

ボランティア養

成講座の開催 
継続 

社会福祉協議会と連携してボラ

ンティア育成のための養成講座

を開催し、高い専門性のある人

材育成に努めます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

福祉教育実践校

事業の実施（再掲

Ｐ31） 

継続 

小・中・高等学校において、施

設訪問や福祉講演会を通して、

児童・生徒の福祉への理解と関

心を高めます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

福祉教育担当者

会議の実施（再掲

Ｐ31） 

継続 

小・中学校及び福祉施設に福祉

教育担当者を配置し、連携して

福祉教育の推進に努めます。 

こども育成課

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

小・中・高等学校

への福祉活動の

講座の実施 

拡充 

小・中・高等学校の福祉活動の

充実に向けて、講座等を実施し

ます。また、小学校においては

認知症サポーター養成講座を引

き続き実施します。 

福祉保険課 

（社会福祉

協議会） 

長寿介護課 
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（２）共生のための学習機会の提供 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

男女共生や、障がいのある人との共生、自然環境との共生といった｢共生社会｣をめざし

た学習課題に取り組むとともに地域の個性を育成し、地域の活性化を図ります。 

 

① 人権に関する学習情報の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１人権問題の啓

発 
 

人権問題を正しく

理解し、人権意識を

高めるための啓発活

動に取り組みます。 

 

人権相談及び人

権の理解啓発の

推進 

継続 

人権擁護委員が実施する人権相

談や、人権理解を目的とする啓

発活動を引き続き支援します。 
行政課 

人権にかかわる

研修会への参加

及び伝達・啓発 

継続 

人権教育にかかわる研修や講演

会等の情報を住民に提供すると

ともに、男女共同参画啓発講演

会（つどい長泉）等を実施し、

人権啓発をすすめます。 

生涯学習課

 

② 男女共同参画社会への学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１男女共同参画

意識の醸成 
 

男女が、互いにそ

の人権を尊重しつつ

責任も分かち合い、

性別にかかわりな

く、その個性と能力

を十分に発揮するこ

とができる社会をめ

ざして、ワーク・ラ

イフ・バランス(※)

等各種啓発活動を推

進します。 

男女共同参画の

ための啓発講座

等の実施 

継続 

男女の人権を尊重し、固定的役

割分担の意識改革等を図るため

の講座の開催（男
ひと

と女
ひと

のチャレ

ンジらいふ講座）や、地域単位

の自主的な活動（地域セミナー）

を通し、地域連帯意識の醸成と、

男女共同参画意識の向上に努め

ます。 

生涯学習課

男女共同参画推

進団体の育成 
継続 

男女共同参画を推進するための

各種団体等の育成をめざして、

研修会等を実施します。 

生涯学習課

男女共同参画を

啓発するための

情報紙等の発行 

継続 

男女共同参画社会の推進・啓発

のための情報紙「咲くっと」を

編集し、発行します。 

生涯学習課

第２次男女共同

参画プラン（後期

計画）の推進 

継続 

男性・女性それぞれを取り巻く

さまざまな課題及び関係施策の

現状を見直し、男女共同参画社

会の実現をめざし、第２次男女

共同参画プラン（後期計画）を

推進します。 

生涯学習課

【用語説明】ワーク・ライフ・バランス・・一人ひとりが、やりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上

の責任を果たすとともに、家庭や地域生活においても、それ

ぞれの人生の段階（ライフステージ）に応じて、自らの希望

する生き方が選択・実現できることを指す。平成 19年には、

国が「ワーク・ライフ・バランス憲章」を定め、現在、官民

あげてさまざまな取組がすすめられている。 
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③ 国際化に関する学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１国際化・国際交

流の推進 
 

次代を担う児童・

生徒を中心とした姉

妹都市交流や語学教

育等の充実を図り、

町の国際化を進めま

す。 

 

国際交流事業の

推進 
継続 

町国際交流協会との連携による

姉妹都市ワンガヌイ市との交流

事業を中心に、国際交流事業を

推進します。 

行政課 

 

 

④ 環境と共生する学習機会の提供 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１環境教育の推

進 
 

環境や環境問題に

対する興味・関心を

高め、必要な知識・

技術を獲得するため

の環境教育の充実を

図ります。 

 

自然観察会等の

開催 
継続 

水生生物による水質検査等の開

催を通して、環境教育を推進し

ます。 

くらし環境課

環境保全に取り

組む地区の活動

の啓発 

継続 

永年、地域への清掃活動に対す

る協力や、環境教育・啓発活動

に対して表彰をするとともに、

環境保全に積極的に取組をして

いる地区を紹介します。 

くらし環境課

２環境教育に向

けての支援 
 

環境教育を推進し

ていくための支援を

行います。 

環境学習に関す

る地域指導者の

派遣（再掲Ｐ30）

継続 

指導者派遣事業に積極的に取り

組むことで、環境学習の充実を

図ります。環境学習に関する地

域指導者を養成できる組織の育

成に努めます。 

くらし環境課

環境学習推進体

制の強化 
継続 

自然豊かな町の環境を守り、共

生していくために環境美化運動

推進協議会によるアマゴの放流

等、環境学習推進の支援を行い

ます。 

くらし環境課

こども育成課
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（３）スポーツ・レクリエーションの推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

いつでも、だれでも、それぞれの体力や年齢に応じて気軽にスポーツやレクリエーショ

ン活動ができる環境整備を地域全体ですすめ、生涯スポーツの普及啓発とともに、その指

導体制の確立を図ります。 

 

① 生涯スポーツ活動の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１生涯スポーツ

活動の推進 
 

住民の健康保持や

体力向上等のため

に、スポーツ活動の

機会の充実や指導者

の育成を図ります。 

総合型地域スポ

ーツクラブの育

成 

継続 

総合型地域スポーツクラブ（な

がいずみ健康わくわくクラブ）

活動を充実し、自主自立したク

ラブとなるよう指導・助言を行

います。 

健康増進課

（体育協会）

スポーツ推進委

員・スポーツリー

ダー指導者等の

育成 

継続 

スポーツリーダー養成講座を開

催し、各方面で活躍しているス

ポーツ指導者の資質向上を図る

とともに、地域で活動するリー

ダー育成を目的とする講座を開

催します。 

健康増進課

スポーツ教室等

の開催 
継続 

幅広い年齢層から参加を募り、

スポーツ教室を開催するととも

に、体育協会において、新たな

教室を開催する等、より幅広い

ニーズに対応します。 

健康増進課

（体育協会）

スポーツ少年団

活動の支援（再掲

Ｐ34） 

継続 

町内のスポーツ少年団に対し、

学校体育施設の優先利用等の支

援を行います。 

健康増進課

（体育協会）

 

② レクリエーション活動の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１レクリエーシ

ョン活動の推

進 
 

気軽に楽しめるレ

クリエーションの一

環として軽スポー

ツ・ニュースポーツ

等の普及に努めま

す。 

 

軽スポーツ・ニュ

ースポーツ等の

普及 

継続 

スポーツ推進委員を中心に軽ス

ポーツ・ニュースポーツの体験

型のイベントを実施します。 

健康増進課

指導者派遣制度

の実施（再掲Ｐ

37） 

継続 

ニュースポーツや健康づくりを

推進するため、指導者を派遣し

ます。 

健康増進課
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（４）文化・芸術活動の推進と文化財の保護・保存・活用 ● ● ● ● ● ● ● 
 

文化振興の主体が住民であるという理念のもと、住民が主体的に取り組む文化活動の支

援と環境の整備に努め、地域文化の創出を図ります。また、将来を担う子どもたちに地域

の伝統文化を継承し、伝統文化の後世への継承に努めます。さらに、埋蔵文化財の情報を

提供し、町の「あけぼのの文化」の解明と、かけがえのない文化財の保護・保存と活用を

図り、郷土の理解と文化創造の支援を推進します。 

 

① 文化・芸術活動の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１文化・芸術活

動の推進 
 

住民が豊かに暮

らしていくために、

さまざまな文化芸

術に触れ、趣味や創

作活動に活かせる

ための環境づくり

をすすめます。 

町民文化祭の実

施 
継続

だれもが芸術文化に携わり、触

れ、又は発表ができる町民文化祭

を実施します。 

生涯学習課 

町民主導型の文

化芸術事業の支

援 

継続
ながいずみ美術展等の町民主導

型の文化芸術事業を支援します。 
生涯学習課

文化センターの

自主事業の実施
継続

地元にいながら、質の高い文化芸

術に触れることのできる自主事

業を通し、住民の感性を高め、文

化の香り漂うまちづくりを推進

します。 

生涯学習課

（文化センター）

小・中学校芸術

鑑賞会の実施 
継続

小・中学校主催による芸術鑑賞会

を通し、優れた芸術や、日本の伝

統文化等に触れ、心の教育を実施

します。 

こども育成課

生涯学習課

文化講演会の開

催 
継続

世間に広く認められる文化人を

招き、講演会を開催することで、

知識や教養を高める機会を提供

します。 

生涯学習課

文化協会の育成 継続

各文化団体行事への後援、助成や

協会だよりの発行、文化協会展を

実施する等、事業の充実と人材育

成に努めます。 

生涯学習課

図書館講座の開

催 
継続

郷土・歴史・文化等さまざまなジ

ャンルの講座を開催します。 

生涯学習課

（町民図書館）

 

＜文化振興事業「ながいずみ美術展」＞ 
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② 地域伝統文化の継承 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１地域伝統文化

の継承 
 

将来を担う子ども

たちに地域の伝統文

化を残していくよ

う、継承者の育成等

各種の支援を行って

いきます。 

 

伝統文化の指導

者育成と派遣 
継続 

郷土芸能を後世に継承するた

め、学校の授業に講師を派遣し、

継承者の育成と指導者自身の指

導技術の向上を図ります。 

生涯学習課

郷土芸能保存育

成事業の推進 
継続 

伝承される郷土芸能の保存・育

成と後継者の養成を行う団体を

支援し、郷土芸能保存育成事業

を推進します。 

生涯学習課

文化継承のため

の文化行事への

参加促進 

継続 

町民文化祭、各区文化祭等の行

事への参加を促し、伝統文化の

後世への継承に努めます。 

生涯学習課

 

 

③ 文化財の保護・保存・活用の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１文化財の保護 

・保存・活用の

推進 
 

住民の共有財産で

ある文化財の保護・

保存に取り組むとと

もに、活用に努めま

す。 

文化財展示館の

充実（再掲Ｐ38）
継続 

企画展示（定期）を実施すると

ともに、夏休み等を利用した子

どもの体験講座を実施します。 

生涯学習課

埋蔵文化財の発

掘調査、保護、保

存、活用 

継続 

埋蔵文化財の発掘調査、保護、

保存をすすめ、学術資料として

文化財展示館での活用をめざし

ます。 

生涯学習課

郷土民具の保存 継続 

郷土民具資料の収集をすすめ、

学術資料として文化財展示館で

の活用をめざします。 

生涯学習課

郷土民具による

生活体験 
継続 

出前講座等を通して、郷土民具

による生活体験をすすめます。 
生涯学習課

史跡探索 継続 

長泉歴史探検マップの発行、史

跡説明板の整備により、史跡を

巡りやすくするための環境整備

をすすめます。 

生涯学習課

 

＜ふれあい出前講座事業＞ 



49 

 

（５）産業振興・職業に関する学習支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

職業能力の向上支援や産業等の振興をめざした地域活動への支援に努めます。 

また、本町の持つ豊かな自然を活かし、単なる観光だけでなく、体験や学習を含めた観

光交流の推進をします。 

 

① 産業に関する学習支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１産業振興のた

めの学習支援 
 

町の産業の活性化

に向けて、さまざま

な学習機会や体験活

動の充実に努めま

す。 

観光ボランティ

アの育成 
継続 

町の持つ豊かな自然や歴史、文

化的資産を観光資産として活用

するため、観光ボランティアガ

イドの養成講座を実施します。 

産業振興課

商工会の支援（経

営者のためのセ

ミナー） 

継続 

町の商業の発展をめざし、「経営

者のためのセミナー」の開催等

を通して商工会を支援します。 

産業振興課

各種研究会の開

催 
継続 

産業振興のための各種研究会の

開催に努めます。 
産業振興課

町内企業と連携

し た 親 子 見 学

会・就労体験の実

施 

継続 

町の産業に対する子どもたちへ

の理解を深めるために、町内企

業と連携し、親子見学会や社会

科見学、就労体験を推進します。 

産業振興課

こども育成課

 

 

② 職業に関する学習支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１職業能力の向

上支援 
 

産業の高度化等に

伴い新たな職業能力

やスキルが求められ

ていることから、支

援の充実を図りま

す。 

 

パソコン講習会

の情報提供（再掲

Ｐ35） 

継続 

情報化社会に対応するため、静

岡県立沼津技術専門校等で実施

される職業パソコン講習会等の

情報提供を行います。 

産業振興課

職業支援事業の

情報提供 
継続 

静岡県立沼津技術専門校の活用

等により、高度な技術や知識を

身に付けるための情報提供に努

めます。 

産業振興課
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（６）地域コミュニティ活動への支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

地域活動への参加を促し、地域コミュニティ活動の活性化を図ります。地域コミュニテ

ィ形成に向けたさまざまな活動への支援や日ごろから顔の見える関係づくりを行い、いざ

というときの助け合い、支え合いにつながるよう、地域住民のコミュニケーションの場づ

くりを行います。 

 

① コミュニティ活動の推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１住民参加活動

の支援 
 

住民による自主的

な地域のコミュニテ

ィ活動は、住民の自

治能力を高め、これ

からの地域社会づく

りの原動力となるた

め、住民の自主性を

尊重しながら支援を

すすめます。 

地域づくり活動

連絡協議会の活

動支援 

継続 

地域のコミュニティ活動を推進

するために、地域づくり活動連

絡協議会を支援し、地域での生

涯学習活動の推進を図ります。 

生涯学習課

地区文化祭等の

推進 
継続 

各区の公民館等で開催される講

座や活動の発表の場となる地区

文化祭を推進します。 

生涯学習課

健康推進員の活

動支援 
継続 

ヘルスプロモーション（※）の

理念に基づき、健康推進員が地

域に必要な健康づくり活動をす

すめ、各区での健康づくり活動

の充実を図ります。 

健康増進課

小地域福祉活動

推進事業の拡充 
継続 

各区の公民館等を利用し、軽体

操や運動、レクリエーション、

会食やお茶飲み会等のサロンを

開催する等、地域住民のコミュ

ニケーションの場づくりを行い

ます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

地区公民館等の

整備充実 
継続 

各区の公民館等を拠点に地域文

化活動が活性化するよう、各区

の公民館の整備充実を支援しま

す。 

行政課 

【用語説明】ヘルスプロモーション・・人々が自らの健康とその決定要因をコントロールし、改善できる

ようにするプロセス。 

＜地域づくり活動「文化祭」＞ 
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② 自主学習活動への支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１地域における

学習環境づく

りの推進 
 

地域づくりを通

し、地域の人々の心

のふれあい、相互の

思いやりと生きがい

に満ちた地域社会を

築きます。 

 

地区行事の推進

（再掲Ｐ28） 
継続 

地域のコミュニケーションを形

成・維持するために、地域の特

性を活かして行われる事業や、

異世代交流を含む行事の実施を

推奨し、支援します。 

生涯学習課

２自主学習活動

への支援 
 

地域の自主的な学

習活動の活性化に向

けて、積極的に支援

をすすめます。 

地域指導者等の

派遣 
継続 

人材リスト等を用いて地域指導

者の紹介・派遣に努めるととも

に、学習情報の提供を行います。 

生涯学習課

指導者派遣制度

の実施（再掲Ｐ

37） 

継続 

ニュースポーツや健康づくりを

推進するため、指導者を派遣し

ます。 

健康増進課

地域における読

書活動への支援 
継続 

団体貸出や地域文庫活動事業補

助制度により、地域の読書活動

の支援をすすめるとともに、今

後地域文庫を増やしていくよう

広報等で周知を図ります。 

生涯学習課

（町民図書館）

 

 

③ リーダーの育成・支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１リーダーの育

成 
 

指導者と成り得る

人材を育成するため

の研修会・講習会の

充実を図ります。 

スポーツ推進委

員・スポーツリー

ダー指導者等の

育成（再掲Ｐ46）

継続 

スポーツリーダー養成講座を開

催し、各方面で活躍しているス

ポーツ指導者の資質向上を図る

とともに、地域で活動するリー

ダー育成を目的とする講座を開

催します。 

健康増進課

子ども会リーダ

ー研修会の充実 
継続 

子ども会におけるリーダー研修

会の充実を図り、青少年リーダ

ーと成り得る人材を育成してい

きます。 

生涯学習課

地域づくり活動

連絡協議会での

地域指導者養成 

継続 

先進地視察研修や地域づくり講

演会を開催することで、地域リ

ーダーの育成に努めます。 

生涯学習課
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めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

２ 指 導 者 の 登

録・活用の推

進 
 

さまざまな分野で

知識や専門的な技術

等を持つ人を発掘・

登録し、広くその活

用を図ります。 

 

人材リストへの

登録の推進 
継続 

広報等を通して人材リストへの

指導者登録の推進を図ります。 
生涯学習課

町ホームページ

による「人材リス

ト」の情報提供 

継続 

町のホームページにおいて、人

材リストに登録されている指導

者の情報を提供することによ

り、人材リストの活用を図りま

す。 

生涯学習課

 

 

（７）社会教育団体等への支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

多様化する住民の学習ニーズに応えられる社会教育の充実のため、各種社会教育団体の

自立化、関係機関のネットワーク化を図り、支援体制を整備します。 

 

① 社会教育団体との連携 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１社会教育団体

との連携 
 

多様化する住民の

学習ニーズに応える

ため、各種社会教育

団体や関係機関との

ネットワークを図

り、多様かつ良質な

学習機会の拡充に努

めます。 

 

各種社会教育団

体や学習指導者

の情報交換の推

進 

継続 

社会教育に関係する各種団体の

代表者と情報交換を図り、連携

やネットワーク化を推進しま

す。また、指導者と情報交換や

連携を図り、多様かつ良質な学

習機会の展開をすすめます。 

生涯学習課
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② 社会教育団体の活動の充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１社会教育団体

の活動強化 
 

生涯学習を推進す

る上で社会教育団体

の果たす役割は重要

であることから、組

織の活性化をすすめ

ます。 

 

各種団体の自主

運営化の推進 
継続 

社会教育に関係する各種団体の

育成強化を図るとともに、自主

運営団体への移行を推進しま

す。 

生涯学習課

社会教育団体の

活動状況の情報

発信 

継続 

社会教育に関係する各種団体に

おける活動の情報発信に努めま

す。 

生涯学習課

 

 

（８）住民参画のまちづくり推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

広報、啓発活動の充実を図り、生涯学習の意義を働きかけ、住民自身の主体的な参画を

すすめていきます。 

 

① 住民参画のまちづくり推進 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１住民参画の推

進 
 

生涯学習の推進に

あたって住民の参画

は重要な要素であ

り、委員の公募や広

聴活動の充実を図り

ます。 

 

各種委員の公募 継続 

住民参画をすすめるために、「長

泉町審議会等の委員公募に関す

る要綱」に基づき、各種委員の

公募について、広く周知します。 

行政課 

関係各課 

広聴事業の充実 拡充 

「町長への手紙」や毎年度実施

する「住民意識調査」等を活用

して、広聴事業を充実します。 

行政課 

 



54 

 

基本目標３ 学習成果が活かされる地域づくり 
 

（１）ボランティアの育成と活動の場づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

地域を中心とした講座、教室の開催を推進し、地域の特色を活かした学習活動を推進す

るため指導者の育成や派遣に努めるとともに、学習した成果をボランティア活動に活かし

たいと考えている住民の活動を促進するため、活動の場の整備や情報提供をすすめます。 

 

① ボランティアの育成と活動支援 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１ボランティア

の育成 
 

住民の自発的活動

による社会参画を推

進するために、福祉

ボランティア、スポ

ーツボランティア、

学校支援ボランティ

ア等の育成と資質の

向上をめざします。 

ボランティア養

成講座の開催（再

掲Ｐ43） 

継続 

社会福祉協議会と連携してボラ

ンティア育成のための養成講座

を開催し、高い専門性のある人

材育成に努めます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

ボランティアの

拠点機能の充実 
継続 

ボランティアの拠点機能の充実

を図り、ボランティア団体の連

携や情報交換活動を中心にボラ

ンティア団体の資質向上を図り

ます。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

託児スタッフの

育成（再掲Ｐ28）
継続 

子育て中の人が、安心して講座

を受講できるよう、託児スタッ

フ養成講座を開催し、活用を図

ります。 

生涯学習課

ＮＰＯ支援 継続 

県と連携し、相談会や研修、講

座の案内を実施し、ＮＰＯ支援

をすすめます。 

産業振興課

 

 

② ボランティア活動の場の充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１ボランティア

活動の活性化 
 

学習した成果をボ

ランティア活動に活

かしたいと考えてい

る住民の活動を促進

するため、活動の場

の整備や情報提供を

すすめます。 

 

福祉体験活動の

受入れ 
継続 

ボランティアの拠点機能をより

充実し、登録されているボラン

ティアの活動の輪を拡げるとと

もに、福祉教育実践校事業の中

での小・中・高等学校における

福祉体験活動の充実を図りま

す。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 

こども育成課

個人ボランティ

アに関する情報

提供 

継続 

ボランティアコーディネーター

により、相談受付と情報提供を

行います。 

福祉保険課

（社会福祉

協議会） 
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（２）人材の発掘・育成・連携と活用 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

身近な指導者の発掘と地域独自の人材リストを作成するとともに、指導者の資質向上及

び育成に努め、連携を図ります。 

 

① 人材登録・活用のシステム化 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１人材活用シス

テムの構築 
 

学習活動によって

高められた地域の人

材の発掘に努め、リ

ストの作成・登録、

研修を行い、求めに

応じて派遣を行う

等、人材活用システ

ムの整備をすすめま

す。 

人材リストへの

登録の推進（再掲

Ｐ52） 

継続 
広報等を通して人材リストへの

指導者登録の推進を図ります。 
生涯学習課

町ホームページ

による「人材リス

ト」の情報提供

（再掲Ｐ52） 

継続 

町のホームページにおいて、人

材リストに登録されている指導

者の情報を提供することによ

り、人材リストの活用を図りま

す。 

生涯学習課

 

 

② 指導者の育成と活用 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

１指導者の育成

と活用 
 

芸術・文化、スポ

ーツ・レクリエーシ

ョン活動等で、専門

的知識・技能を持つ

住民を指導者として

登録し、人材活用に

向けたＰＲ活動の充

実等、成果を活用で

きる機会や場の提供

をすすめます。 

スポーツ推進委

員・スポーツリー

ダー指導者等の

育成（再掲Ｐ46）

継続 

スポーツリーダー養成講座を開

催し、各方面で活躍しているス

ポーツ指導者の資質向上を図る

とともに、地域で活動するリー

ダー育成を目的とする講座を開

催します。 

健康増進課

子ども会リーダ

ー研修会の充実

（再掲Ｐ51） 

継続 

子ども会におけるリーダー研修

会の充実を図り、青少年リーダ

ーと成り得る人材を育成してい

きます。 

生涯学習課

地域づくり活動

連絡協議会での

地域指導者養成

（再掲Ｐ51） 

継続 

先進地視察研修や地域づくり講

演会を開催することで、地域リ

ーダーの育成に努めます。 

生涯学習課

「長泉わくわく

塾」講師の育成 
継続 

「長泉わくわく塾」の充実によ

り、新たな講師の発掘、育成を

支援します。 

生涯学習課
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基本目標４ 推進体制の整備・充実 
 

（１）住民参画の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

施策の推進にあたっては、学習主体である住民の参画を積極的にすすめていきます。 

 

① 推進組織の充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１住民参画の 

推進 
 

学習主体である住

民の声を生涯学習の

施策に反映し、行政

と住民が協力しなが

ら施策を推進しま

す。 

 

地域づくり活動

連絡協議会の充

実 

継続 

地域のコミュニティ活動を推進

するために、地域づくり活動連

絡協議会を支援し、地域での生

涯学習活動の連携・充実を図り

ます。 

生涯学習課

 

 

（２）生涯学習推進体制の整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

生涯学習を推進するために、全庁的な視点に立った推進組織の中で活性化を図ります。 

 

① 生涯学習推進体制の整備・充実 
 

めざす方向 主要事業 事業の概要 担当課 

 

１生涯学習推進

体制の整備 
 

行政と住民、民間

事業者、関係諸団体

等との連携を強化

し、生涯学習に対す

る認識を共有し、協

力し合いながら推進

していきます。 

 

生涯学習推進計

画の共通理解 
継続 

生涯学習推進計画に対する共通

理解を図り、長泉町の生涯学習

を推進することが、まちづくり

につながるという意識の啓発に

努めます。 

生涯学習課

生涯学習推進体

制の整備 
継続 

生涯学習推進組織を見直し、効

率的な推進体制を整備します。 
生涯学習課
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  資料編 

 

 

１ 長泉町生涯学習推進計画策定委員会設置要綱 
 

(平成 22 年 4 月 1 日告示第 46 号の 2)

 

長泉町生涯学習推進大綱策定委員会設置要綱(平成元年長泉町告示第 13 号)の全部を改

正する。 

(設置) 

第 1 条 長泉町における生涯学習を計画的、組織的に行うための基本となる長泉町生涯学

習推進計画を町民の意見や要望を取り入れて策定するため、長泉町生涯学習推進計画策

定委員会(以下「委員会」という。)を設置する。 

(任務) 

第 2 条 委員会は、次の事項について調査研究を行い、長泉町生涯学習推進計画を策定す

る。 

(1) 長泉町の生涯学習の現状 

(2) 生涯学習推進の展望と課題 

(3) 生涯学習推進の基本理念 

(4) 生涯学習推進の基本施策 

(5) 生涯学習推進の施策の個別計画 

(組織) 

第 3 条 委員会は、委員 20 人以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱又は任命する。 

(1) 学識経験者 

(2) 各種団体関係者 

(3) 保育園、幼稚園及び学校教育関係者 

(4) 町職員 

(任期) 

第 4 条 委員の任期は、長泉町生涯学習推進計画策定までとする。 

(委員長及び副委員長) 

第 5 条 委員会に委員長及び副委員長各 1 人を置き、委員長及び副委員長は、委員の互選

により決める。 
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2 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第 6 条 委員会の会議は、委員長が必要に応じて招集し、委員長が議長となる。 

2 委員会は、会議の運営上必要があると認めたときは、委員以外の者に出席を求め、説明

又は意見を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。 

(庶務) 

第 7 条 委員会の庶務は、生涯学習課において処理する。 

(その他) 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この告示は、公示の日から施行する。 

(経過措置) 

2 この告示の施行後、最初に行われる会議は、第 6 条の規定にかかわらず、町長が招集す

る。 
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２ 長泉町生涯学習推進計画策定委員会 名簿 
 

№ 氏 名 所 属 備 考 

１ 飯塚 茂 学識経験者 委員長 

２ 土屋 悟 学識経験者  

３ 松浦 弘美 社会教育委員会  

４ 井上 佐治郎 地域づくり連絡協議会 副委員長 

５ 宇津木 實 文化協会  

６ 大川 由紀子 ネットワークながいずみ  

７ 阿部 克彦 校長会  

８ 渡邉 賢人 ＰＴＡ連絡協議会  

９ 加藤 孝雄 社会福祉協議会  

10 河野 典生 民生児童委員協議会  

11 今野 佐十 体育協会  

12 八田 稔 シニアクラブ長泉  

13 髙田 昌紀  総務部長  

14 植松 幸則 住民福祉部長  

15 小出 雅之 教育部長  

 

事務局  職名 氏名 

生涯学習課  課長 井出 雅人 

生涯学習課 生涯学習チームリーダー 主幹 栗田 陽子 

生涯学習課 生涯学習チーム 副主幹 龍光 剛 
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